
http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail　info@city.shinshiro.lg.jp

［主な内容］

新設小学校の起工式が行われました

特集  「自主防災を考える」後編
自治基本条例検討会議からのお知らせ④
中学生の思い「Future of しんしろ」を開催
ニューススポット
お知らせ
しみんのトビラ
エコとぴっくす
シリーズ　我らが母校再発見 No.14〔東陽小学校〕
シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第７回
風になびく葦の如く「新城の武将たち」

山吉田小学校と黄柳野小学校が統合し、平成２５年４月開校予定

新
城
の
特
産
品

〔
柿
〕「
次
郎
」「
富
有
」「
西
村
早
生
」な
ど
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
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山吉田地区新設小学校の完成予想図
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22-2266

22-4100

35-0811

24-6500

32-1515

24-6022

24-6022

22-1150

24-3222

24-3222

22-2266

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

内科、小児科
受付̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
診療時̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶　
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　8月25日（木）に山吉田地区で新設
小学校の起工式が行われました。「校
舎棟」は木造一部鉄筋コンクリート
造二階建で延床面積2,199平方メー
トルの建物です。

電話で症状を連絡の上ご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

10月から初期救急診療体制が変わります。
※１６ページをご覧ください。

診療受付時間
【土曜日】午後5時～午後8時30分
【専門科】午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］

今 月 の 人 口 平成23年9月1日現在（前月比）

総人口…50,308人（－43）
男………24,798人（－23）
女………25,510人（－20）
世帯数………………16,733

出生……  29人
死亡……  54人
転入……  66人
転出……  85人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致しない月もあります。
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名　
　
　
　
性
別　
　
保
護
者　
　
　

地　

区

8月届出分元気でよい子に…

※８月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

10
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課     

23
‐
7
6
2
3
　
　info@

city.shinshiro.lg.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
9
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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新
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緑
が
丘
）
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茶臼山厚生病院（富沢）

さくら眼科（上平井）

宮本病院（海老）

石川整形外科クリニック（平井）

星野病院（大野）

皮フ科新栄クリニック（平井）

皮フ科新栄クリニック（平井）

今泉病院（栄町）

春日眼科（杉山）

春日眼科（杉山）

茶臼山厚生病院（富沢）

10 月
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   hisho-2@
city.shinshiro.lg.jp

２歳（平成2１年５月２２日生まれ）
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自主防災を考える

この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

　

9
月
号
で
ご
紹
介
し
た
よ
う

に
、
市
に
は
、
市
民
が
主
体
性

を
持
っ
て
減
災
に
取
り
組
む
「
自

主
防
災
会
」
と
い
う
地
域
組
織

が
存
在
し
ま
す
。
近
年
発
生
し

た
大
災
害
で
の
経
験
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
、
地
域
共
同
体
が
ど

れ
ほ
ど
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、

一
朝
一
夕
に
築
き
難
い
も
の
で

あ
る
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
大

災
害
に
直
面
し
た
時
、
き
っ
と

こ
の
「
支
え
合
う
人
の
つ
な
が

り
」
が
、
多
く
の
命
と
生
活
と

心
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

行
政
・
市
民
が
共
に
実
現
す

る
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
制
度
を
機
能
的
に

運
用
す
る
た
め
に
は
、
課
題
も

あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
地
域
が
そ
れ
に
対
し
て

強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
減
災
力
を
強
化

す
る
上
で
、
重
要
か
つ
希
望
の

持
て
る
要
素
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら

「
地
域
と
人
」
を
テ
ー
マ
に
、
今

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
・
な
す

べ
き
こ
と
を
考
え
ま
す
。 

後
編

地
域
防
災
の
課
題

要
援
護
者
の
救
助

大
災
害
が
起
き
た
ら

        

│
新
城
の
備
え
は
│

地
域
と
地
域
の
支
え
合
い

～自分と家族を守るために　誰かの力になれる自分であるために～

４ 〔後編〕特集 自主防災を考える

自主防災を考える

　

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
取
り
扱
い

は
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
。
現
在

は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
消
防
団
分
団

長
な
ど
が
所
持
・
管
理
し
、
そ
の
ほ
か

は
援
護
を
求
め
る
方
と
援
護
者
と
し
て

指
名
さ
れ
た
方
と
の
間
に
そ
の
情
報
が

共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
時
、
援
護
者
2
人
を
指
名
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
方

が
区
長
を
指
名
し
て
い
る
。
も
し
く
は
、

指
名
欄
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

区
長
や
防
災
専
門
員
は
、
災
害
の
現

場
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
立
場
に
あ

る
の
で
、
要
援
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

隣
近
所
で
分
担
し
て
そ
の
任
に
当
た
る

と
い
う
の
が
理
想
で
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
災
害
時
に
援
護
を

必
要
と
す
る
方
は
、
今
後
一
層
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
、
地

域
の
縁
者
・
隣
人
を
一
人
で
も
多
く
・

早
く
救
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
救

助
活
動
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
災

害
時
に
不
安
の
あ
る
方
が
自
ら
要
援
護

者
登
録
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
も
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
登
録

さ
れ
る
際
に
は
、
近
く
に
住
む
親
し
い

方
に
援
護
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
可
能
な
範
囲

で
、
疾
病
や
障
が
い
、
必
要
な
配
慮
に

つ
い
て
、
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
相
手
の
方
も
安
心
し
て
支
援
を
引

き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
近
く
の
親
し
い
方
に
、
と

言
わ
れ
て
も
、
頼
む
あ
て
が
な
い
、
心

苦
し
く
て
、
と
い
う
方
が
少
な
く
な
い

そ
う
で
す
。
個
人
同
士
の
支
え
合
い
に

は
、
信
頼
や
情
に
よ
る
絆
が
必
要
で
す
。

防
災
力
の
向
上
に
は
、
地
域
に
お
け
る

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
何

よ
り
有
効
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
の
集
落
人
口
と
高
齢
化
の
状
況
を

照
合
し
て
み
る
と
、
小
規
模
集
落
ほ
ど

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
う
し
た
集
落
の
防
災
に
は
外

部
の
協
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
内
に
医
師
・
看
護
師
が

い
な
い
」「
指
定
避
難
所
や
防
災
倉
庫
が

被
災
し
、
集
落
の
防
災
拠
点
を
失
っ
た
」

な
ど
の
防
災
上
の
不
安
は
、
ど
の
地
域

に
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
面
で
、
私
た

ち
は
ど
こ
へ
身
を
寄
せ
、
安
全
を
図
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
行
政
の
救
援

を
た
だ
待
つ
だ
け
で
は
、
そ
の
間
に
多

く
の
命
や
財
産
を
失
い
ま
す
。
大
き
な

災
害
で
は
、
集
落
や
行
政
区
単
位
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
事
態
が
起
こ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
広
域
的
な
地
域
で

支
え
合
う
体
制
が
必
要
で
す
。

　

行
政
区
が
異
な
っ
て
も
、
協
力
し
て

作
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
段
取

り
や
仕
組
み
の
共
有
化
（
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
）、
ま
た
、
備
蓄
品
・
救
出
資
材
情
報

の
共
有
も
必
要
で
す
。
特
に
最
も
リ
ス

ク
が
高
い
と
さ
れ
る
限
界
集
落
で
は
、

要
援
護
者
の
支
援
に
つ
い
て
、
行
政
区

の
枠
を
超
え
た
地
域
組
織
で
対
応
す
る

必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
「
減
災
」
を
視
野
に
入
れ

地
域
の
基
本
単
位
で
あ
る
行
政
区
を
超

え
た
連
携
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
行
政

区
の
ま
と
ま
り
が
、
避
難
拠
点
や
消
防

団
活
動
と
協
力
し
た
り
、
支
援
を
要
す

る
集
落
と
、
そ
れ
を
支
援
で
き
る
集
落

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
災
害
時
の
地
域
間
連
携
を
考
え
る

上
で
、
大
切
な
要
素
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
地
域
間
連
携
の
一
つ

の
可
能
性
と
し
て
、
地
域
自
治
区
制
度

が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
災
害
か
ら
地

域
を
守
る
」
と
い
う
視
点
を
意
識
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　災害発生時、多くの地
域では、昼間は人材が地
域にいない事情、夜間な
ら逆に人材が地域にいる
状況となります。副川地
区に拠点を置く医療法人
静巌堂医院は、地域の防
災訓練に事業所職員が参
加するほか、災害発生時
に医院駐車場を地域に提
供します。
　また、事業所内の消火
器の使い方を職員自身が
研修するほか、地域住民
にも紹介するなど事業所
職員の防災訓練の見直し
と強化を図るとともに、
地域との『つながり』を
深め防災意識を地域とと
もに高め合っています。

地域と医療の連携

静巌堂医院の防災訓練の様子

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

　

最
も
身
近
な
情
報
機
器
で
あ
る
携
帯
電
話
に
、
気
象
警
報
や

地
震
情
報
な
ど
の
災
害
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。
防

災
関
連
情
報
の
ほ
か
に
も
、防
犯
や
病
気
の
流
行
、こ
ど
も
園
、

自
治
基
本
条
例
な
ど
、
分
野
を
選
択
し
て
登
録
す
れ
ば
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
は
、
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
今
す
ぐ
⬇

　
災
害
時
、
状
況
を
把
握
し
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
正
確
な
情
報

が
必
要
で
す
。
市
民
に
情
報
を
発
信
し
、
ま
た
、
各
地
か
ら
の
情
報
を

収
集
す
る
手
段
と
し
て
、「
防
災
行
政
無
線
」
と
「
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
シ
ス
テ

ム
は
、
気
象
警
報
や
避
難
に
関
す
る
情

報
を
は
じ
め
、
行
政
お
知
ら
せ
放
送
な

ど
市
民
生
活
に
根
付
い
た
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
で
す
。
市
内
各
世
帯
に
受
信
機

が
無
償
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口

５
万
人
も
の
都
市
で
こ
れ
だ
け
の
配
備

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
シ
ス
テ
ム

を
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
先
進
的
な
取

り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
屋
外
拡
声
子
局
に
は
相
互
通
話
用
の

装
置
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
孤
立
集
落

対
策
と
し
て
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

屋外拡声子局

戸別受信機
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編
集
後
記

新城市防災ボランティアの会
会長　天野泰次 氏

　

前
後
編
に
わ
た
っ
て
、
地
域
防
災

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
命
を
守
る

た
め
に
主
体
的
で
あ
る
こ
と
」
「
地

域
の
支
え
合
い
に
よ
る
防
災
に
つ
い

て
」
う
ま
く
表
現
で
き
て
い
た
で
し

ょ
う
か
。

　

地
域
防
災
は
、
支
え
合
い
。
強
く

優
し
い
新
城
を
象
徴
す
る
テ
ー
マ
で

す
。
特
集
の
執
筆
を
通
し
て
、
「
進

化
す
る
新
城
」
を
可
能
に
す
る
の

は
、
こ
の
支
え
合
い
な
の
だ
と
い
う

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

めざせ明日のまちづくり事業

この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。
４ 〔後編〕特集 自主防災を考える

こ
の
特
集
は
、
市
民
編
集
委
員
が
企
画
・
編
集
し
ま
し
た
。

日時　10月30日(日)〔地域防災を考える〕
　10：30～おはなしランド｢つくってあそぼ｣
　　親子向けの楽しい催し　鬼剣舞(春日井市)
　13：30～講演会
　｢地域の防災力を高めよう
　　　　　～東日本大震災などの現場から～｣
　栗田暢之 氏(ＮＰＯレスキューストックヤード代表）
　被災地最前線での取り組みを基に、この地方の
特色を考慮したお話。
※終日入場料は無料です。
場所　新城市リフレッシュセンター
　　　（作手地区鬼久保ふれあい広場内）
主催　さわやかネットつくで
問い合わせ先　　38－1433(生田)・38－1655(加藤)

～主催者よりメッセージ～
　自然の猛威を前にした時、人間はなすすべのな
いことを思い知らされた東日本大震災。行政に頼
りきった防災対策だけでなく、私たち一人一人が
災害に対する心構えと備えを本気になって取り組
む必要性があることを学びました。
　体験を基にした貴重なお話を聞くことができま
す。大勢の方の参加を期待します。一歩踏み込ん
だ、地域を守るための防災活動へと発展させるた
めに、みんなで考えて行動していきましょう。

人
材
の
育
成
と
活
用

人
材
・
自
主
防
災
会

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
自
主
防
災
会

の
防
災
専
門
員
で
す
が
、
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
任
期
が
短
い
地
域
の
お
役

で
選
ば
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
技
術

の
習
熟
が
十
分
で
な
い
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
防

災
専
門
員
も
被
災
者
で
す
。
守
る
べ
き

家
族
も
あ
り
、
本
人
が
負
傷
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
選
任
さ

れ
て
い
る
専
門
員
の
人
数
と
、
期
待
さ

れ
る
役
割
や
責
任
の
大
き
さ
と
の
間
に
、

大
き
な
開
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
は
今
現
在

選
任
さ
れ
て
い
る
防
災
専
門
員
だ
け
で

は
な
く
、
防
災
専
門
員
や
消
防
団
の

O
B
が
引
き
続
き
協
力
す
る
な
ど
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
防
災
会
活
動
に
携
わ

る
体
制
を
地
域
で
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

早
く
か
ら
東
海
地
震
を
想
定
し
た
強

化
地
域
と
な
っ
て
い
た
新
城
地
区
は
、

資
機
材
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
比
較
的
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
減
災
を
考
え
、
実
践
す
る
主
体
」
で
あ

る
市
民
│
│
人
材
面
の
更
な
る
充
実
は
、

大
き
な
課
題
で
す
。

人
材
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
防
災

に
関
す
る
専
門
技
術
・
知
識
を
有
す
る

人
材
の
集
ま
り
で
す
。「
防
災
士
」
や
県

か
ら
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
認
定
を
受

け
た
人
材
を
確
保
し
、
高
い
意
識
を
持

っ
て
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
組
織
の
活
動
や
、

1
0
0
人
を
超
え
る
人
材
を
、
自
主
防

災
組
織
の
中
に
う
ま
く
組
み
込
む
こ
と

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

被
災
地
で
の
活
動
経
験
を
持
つ
会
員

の
実
践
的
な
技
術
や
、
市
町
村
を
横
断

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
大
き
な
財
産
で
す
。
例
え
ば
、

防
災
専
門
員
と
の
合
同
研
修
会
・
訓
練

を
通
じ
て
相
互
の
連
携
を
深
め
、
地
域

防
災
の
中
に
具
体
的
な
位
置
づ
け
が
で

き
れ
ば
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

消
防
団

集
ま
れ
！

消
防
団

集
ま
れ
！

消
防
団

集
ま
れ
！

８月２８日　防災訓練の様子

　
災
害
に
対
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
物
質
的

な
備
え
を
し
て
も
、「
想
定
外
」
は
必
ず

起
こ
り
ま
す
。
災
害
対
策
は
今
、
災
害

を
封
じ
込
め
る
手
法
か
ら
、
災
い
に
対

処
し
て
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
に
転
換
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
の
震
災
時
、
瓦
礫
な
ど
の

下
敷
き
に
な
っ
た
方
の
約
８
割
が
、
周

囲
に
い
た
一
般
市
民
に
よ
っ
て
助
け
出

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
３
台
し
か
な
い
救
急
車
の
救
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
災
者
は
、

ご
く
わ
ず
か
で
す
。
災
害
発
生
直
後
は
、

地
域
の
力
が
減
災
力
の
ほ
ぼ
全
て
で
す
。

　

で
は
、
減
災
の
為
に
地
域
が
出
来
る

最
小
限
の
最
善
策
と
は
何
で
し
ょ
う
。

前
編
で
ご
紹
介
し
た
防
災
工
学
の
片
田

敏
孝
教
授
（
群
馬
大
学
）
に
「
自
主
防

災
の
観
点
か
ら
、
一
番
初
め
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

、
広
報
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
先
生
は
、「
ま
ず
は
、
要
援
護

者
対
策
。
も
っ
と
も
生
命
の
危
険
が
大

き
い
方
へ
の
配
慮
を
。
そ
し
て
、
避
難

計
画
で
す
。
ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
よ
り
安

全
か
。
地
域
で
地
図
を
作
る
こ
と
で
す
」

そ
う
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
命
を
守

る
防
災
|
|
正
直
、
そ
れ
ま
で
避
難
生

活
を
ど
う
送
る
か
＝
災
害
対
策
と
考
え

て
い
た
私
た
ち
は
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の

落
ち
る
思
い
で
し
た
。

　

市
内
で
は
、
地
域
防
災
活
動
が
活
性

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
努
力
が
、
多
く

の
命
と
希
望
と
を
つ
な
ぐ
で
あ
ろ
う
こ

と
を
願
い
、
ま
た
信
じ
て
い
ま
す
。

今
は
じ
め
る
減
災

人
材
・
消
防
団

　

多
く
の
災
害
現
場
で
、
消
防
団
は
実

績
を
遺
し
て
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
活

動
や
訓
練
に
培
わ
れ
た
組
織
力
・
機
動

力
は
、
地
域
の
大
き
な
支
え
で
す
。
孤

立
し
た
集
落
で
、
消
防
団
の
存
在
は
ど

ん
な
に
心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
体
力

の
充
実
し
た
若
手
消
防
団
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
、
数
多
く
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

的
確
に
、
ま
た
、
安
全
に
そ
の
活
動

に
あ
た
る
た
め
に
は
、
技
術
や
知
識
の

習
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

若
年
人
口
の
減
少
に
よ
り
、（
地
域
に
よ

っ
て
は
）
消
防
団
の
担
い
手
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん

に
、
今
以
上
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

　

人
口
構
成
や
地
理
地
形
的
条
件
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
防
災
の
形

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
総
合
的
な
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
、
地
域
に
合
う
防
災
計

画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
消

防
団
の
役
割
・
位
置
づ
け
を
話
し
合
い
、

必
要
な
備
え
と
体
制
づ
く
り
を
考
え
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
安
全
を
支
え
る
組
織
と
し
て

消
防
団
が
存
続
す
る
た
め
に
、
そ
の
活

動
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

災
害
直
後
、
地
域
内
で
現
場
指

揮
官
の
命
令
を
受
け
て
手
足
と
な

っ
て
動
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
を

持
っ
た
組
織
は
と
て
も
頼
り
に
な

る
存
在
で
す
。
ま
た
、
こ
の
組
織

が
持
つ
連
絡
網
は
災
害
時
に
非
常

に
有
効
に
機
能
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
消
防
団
は
こ
の
点
に
お
い
て

連
綿
と
続
い
た
歴
史
の
中
で
世
代

を
超
え
た
良
い
意
味
で
の
縦
社
会

的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
と
共
に
、

消
防
団
に
配
備
さ
れ
た
無
線
機
は

近
年
格
段
に
進
歩
し
、
中
継
基
地

を
使
っ
て
、
市
内
の
広
い
範
囲
で

通
信
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
行
政
は
、
特
別
地
方
公
務

員
と
し
て
災
害
救
援
の
指
示
を
現

役
団
員
と
地
域
支
援
団
員
に
は
下

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、
大
震
災
直
後
の
超
混
乱
期
か

ら
広
域
支
援
活
動
期
へ
の
移
行
を

進
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
や
災
害
救
助
チ
ー
ム
と

い
っ
た
外
部
か
ら
の
強
力
な
支
援

活
動
も
震
災
後
十
数
時
間
た
て
ば

徐
々
に
始
ま
り
、
さ
ら
に
数
十
時

間
後
、
落
ち
着
き
を
見
せ
た
避
難

所
に
は
震
災
の
影
響
を
受
け
な
か

っ
た
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
始
ま
る
は
ず
で

す
。

　

消
防
団
を
持
た
な
い
地
域
で

は
、
震
災
直
後
の
十
数
時
間
、
自

分
と
自
分
の
家
族
の
安
全
確
保
し

か
行
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
仮
に

周
辺
を
救
助
す
る
人
が
い
て
も
、

消
防
団
の
よ
う
な
多
人
数
に
よ
る

有
機
的
な
救
助
活
動
は
困
難
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
「
こ

ん
な
号
令
で
動
く
単
純
な
訓
練
が

必
要
か
？
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

非
常
時
に
は
訓
練
で
体
に
た
た
き

込
ま
れ
た
こ
と
が
災
害
時
に
本
当

に
役
に
立
つ
の
で
す
。

　

こ
の
地
域
で
も
必
ず
起
こ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
大
震
災
に
向
け

て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
消
防

団
活
動
に
加
わ
る
こ
と
が
、
一
人

で
も
多
く
の
地
域
の
命
を
救
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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８
月
号
か
ら
、「
市
民
の
こ
と
ば
に

よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た
き

台
）」
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
市
民
」
で
す
。

市
民
、
住
民
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
参
加
で

き
る
制
度
、
主
役
と
な
る
た
め
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

若
者
の
声
を
聞
く
分
科
会
で
は
、
市

内
の
中
学
生
に
「
こ
ん
な
新
城
に
し
た

い
」「
こ
ん
な
新
城
に
住
み
た
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
作
文
を
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
議
の
委
員
で
審
査
し
て
い
ま

す
。

　

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
12
月
号
で

報
告
す
る
予
定
で
す
。

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例（
た
た
き
台
）」に
つ
い
て
③

(1) 基本的な考え方
・市民全員がまちづくりの主役である。
•市民は、権利が保障されると同時に責任を併せ持っている。
•住民とは、市内に住所を有する者（外国人、法人も含む）である。
•市民とは、住民に加え、市内に住所を有していないが活動している者（在勤・在学、 
　NPO・事業者など）である。

(2) サポーター
• 市内に住所を有せず、市内で活動もしていないが、新城市出身者や新城市を応援し
　てくれる人・企業などは新城の支援者である。

(3) 転入者・新しい人
•田舎の排他性を取り除き、外から入った人にも開かれた雰囲気をつくる。
•転入者が住みやすい地域づくりを心がける。

(4) 参加できる各制度
•市民は、パブリックコメント、審議会、市政懇談会、フォーラム、ワークショップ、
　アンケート、住民投票などを通じて市政へ参加する。
•市民が地域活動、市民活動に参加しやすいように、行政は活動場所の確保や財政的
　支援をすすめる。
•行政は、市民に対して説明をする責任、質問に答える責任を持つ。

(5) 市民が主役となるために
•行政や議会は、市民が、意見を言いたいときにはその場を保障する。
•将来の新城のまちづくりを担う小学生、中学生、高校生などの子どもや若者を大切
　にし、地域で子ども・若者を育てる。
•行政に過大な依存とならないように、市民の意識改革をする。
•ボランティアだけでは、現在の活動が続かないことを認識し、市民と行政・議会が
　協働（※２）して人材を育成する。

(6) さらなる力を新城に
•住みやすいまちとなるよう、市民の力を発揮できるしくみをつくる。
•全ての市民が同じようにまちづくりに関わっていく風土をつくる。
•世代間の交流を積極的にすすめる。
•チャレンジ精神を持てるよう、失敗した人を許容する度量を持つ。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
④

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」より

２．市民

総
合
政
策
部
　
　
23
‐
7
6
7
3

住み続けたくなるまちをつくろう！

Q．私は、関係ない？

Q．市外の知り合いは関係ない？

Q．引っ越してきたんですけど

Q．意見や考えは、どこで言える？

Q．子どもでも言える？

Q．言ったことをカタチに！

条例をより良く生かすかすための仕組み
（２月号）

自治を創造する仕組み
（1月号）

行政
（1２月号）

地域活動・市民活動
（１1月号）

市民
（今月号）

なぜ、私たちは自治基本条例を作るのか
（8月号）

※「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」の詳細については、総合政策部へお問い合わせください。

まちづくりとは？
（9月号）

中
学
生
作
文

お
出
か
け
隊

　

新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
の

委
員
と
地
域
担
当
職
員
が
、
左
の
地
域

に
分
か
れ
、「
よ
り
多
く
の
方
か
ら
、

よ
り
多
く
の
意
見
を
」聞
く
た
め
に「
お

出
か
け
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

地
域
別
に
計
画
し
、
公
民
館
祭
り
、

地
域
お
こ
し
会
議
、
中
学
校
な
ど
へ
出

掛
け
ま
す
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
「
住
み
や
す
い
ま

ち
」　

と
は
何
か
を
お
伺
い
し
、
条
例

づ
く
り
の
素
材
と
し
ま
す
。

　
「
お
出
か
け
隊
」
が
出
向
い
た
ら
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

自治基本条例「お出かけ隊」の地域割り

作手

八名

東郷

千郷 舟着新城

鳳来
北西部

鳳来
中南部

鳳来
東部

市民委員と地域担当職員
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８
月
10
日
、
市
内
全
て
の
中

学
校
か
ら
生
徒
代
表
12
人
（
各

校
２
人
）
を
招
き
、
市
長
と
中

学
生
の
環
境
会
議
と
し
て
中
学

生
の
思
い
「Future of 

し
ん
し

ろ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
が
進
め
る
「
新
城
市
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
本
部
」
の
市
民
節

電
所
や
市
民
エ
コ
発
電
所
の
取

り
組
み
を
広
く
地
域
に
浸
透
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
、
市
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
維
持
し
、
健
全

な
状
態
で
将
来
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
や
考
え
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
の
市
長
の
思
い
か
ら

実
現
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
６
月
24
日
に
市
内
全

中
学
校
の
生
徒
代
表
に
対
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
連
し

て
、
市
内
地
域
の
環
境
問
題
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
諮
問

し
た
こ
と
へ
の
答
申
の
場
と
し

て
、
各
中
学
校
の
取
り
組
み
の

発
表
と
こ
れ
か
ら
の
市
政
に
つ

い
て
の
提
案
な
ど
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
市
民
代
表
・
杦
本
育
生
氏

を
お
招
き
し
、
各
中
学
校
の
取

り
組
み
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ド

イ
ツ
や
日
本
各
地
の
先
進
事
例

を
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
提
案
や
意
見
は
、
９

月
の
市
民
討
議
会
「V

oices 
of 

し
ん
し
ろ
」
を
経
て
、
市
民
の

意
見
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
10

月
に
市
で
開
催
さ
れ
る
「
環
境

首
都
創
造
自
治
体
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

【
緑
の
カ
ー
テ
ン
】

毎
年
、
工
夫
し
て
大
き
く
育
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
２
階
ま
で
届
く
よ

う
に
育
て
た
い
。

•
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
思
い
を
伝
え
る

　

こ
と
が
大
切
。
学
校
で
環
境
の
授
業

　

を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
が
環
境
に
つ

　

い
て
知
識
を
学
び
、
大
人
や
親
に
伝

　

え
、
地
域
へ
広
げ
て
い
く
。

節電は、強制すると長続きしない。節電を
しない人が悪者ではなく、楽しくできれば
みんなが参加できる仕組みや、みんなで節
電につながる行事を行うと良い。

•
打
ち
水
な
ど
を
し
て
、
近
所
の
方
が

　

「
う
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

　

気
に
な
り
、
節
電
に
つ
な
が
っ
て
い

　

け
ば
良
い
。
学
校
で
の
取
り
組
み
も

　

地
域
に
広
げ
ら
れ
た
ら
良
い
。

•
各
家
庭
で
具
体
的
な
数
値
目
標
を
作

　

る
こ
と
が
重
要
。
よ
り
節
電
へ
の
関

　

心
が
高
ま
る
。
市
全
体
で
取
り
組
む

　

こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
。

•
地
域
で
の
学
習
会
開
催
や
節
電
シ
ー

　

ル
の
配
布
な
ど
、
家
庭
で
の
意
識
向

　

上
が
期
待
で
き
る
活
動
を
。

•
昔
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

　

生
活
に
つ
い
て
学
べ
ば
快
適
に
暮
ら

　

せ
る
の
で
は
な
い
か
。

•
み
ん
な
が
取
り
組
め
る
、
効
果
的
な

　

節
電
方
法
に
つ
い
て
、
市
か
ら
家
庭

　

へ
の
詳
し
い
情
報
提
供
が
必
要
。

【
学
校
で
の
節
電
】

主
に
照
明
の
節
電
を
実
施
。
体
育
館

で
45
％
の
電
力
削
減
。
学
校
全
体
で

は
35
％
の
削
減
。

【
学
校
で
の
節
電
】

節
電
シ
ー
ル
に
よ
る
消
し
忘
れ
の
防

止
、
３
年
生
の
節
電
学
習
会
。
意
識

高
揚
の
運
動
を
地
域
へ
。

【
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
】

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
ア
ル
ミ
缶
回

収
の
実
施
。
地
域
の
清
掃
活
動
で
節

電
を
呼
び
掛
け
る
。

【
学
校
で
の
節
電
】

緑
の
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち

水
、
う
ち
わ
を
奨
励
。
節
電
係
や
節

電
学
級
対
抗
戦
を
提
案
。

【
清
掃
活
動
】

自
然
＝
観
光
名
所
が
多
い
。
地
域
全

体
で
の
清
掃
活
動
で
、
観
光
客
を
気

持
ち
よ
く
迎
え
た
い
。

【
地
産
地
消
】

学
校
農
園
で
野
菜
を
育
て
る
と
、
輸

送
で
の
C
O
2
が
排
出
さ
れ
な
い
。

地
域
と
の
結
び
つ
き
が
で
き
た
。

【
学
校
で
の
節
電
】

３
年
生
の
学
年
集
会
で
の
呼
び
掛
け

か
ら
。意
識
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い

る
。１
･
２
年
生
に
も
呼
び
掛
け
る
。

【
地
域
の
自
然
環
境
を
考
え
る
】

清
掃
活
動
、
植
樹
活
動
に
参
加
し
て

地
域
を
知
る
。
地
域
の
た
め
に
活
動

し
て
い
く
意
識
を
高
め
る
。

【
Ｓ
Ｕ
Ｎ
フ
ラ
ワ
ー
活
動
】

学
校
全
員
で
花
を
育
て
る
伝
統
の
活

動
。
育
て
た
花
を
地
域
に
配
る
。
同

時
に
節
電
対
策
も
。

【
学
校
林
整
備
作
業
】

毎
年
、
学
校
林
を
整
備
。
伝
統
だ
か

ら
学
校
林
が
健
全
に
保
た
れ
る
。
山

を
身
近
に
感
じ
る
活
動
。

【
清
掃
活
動
】

生
徒
会
主
催
の
清
掃
活
動
。
生
徒
の

美
化
意
識
を
高
め
て
、
地
域
に
広
げ

て
い
く
。

学
校
生
活
で
の
環
境
へ
の
取
り
組
み（
発
表
）

節
電
・
省
エ
ネ
を
効
果
的
に

市
民
に
広
げ
て
い
く
に
は

市の取り組みや地域の課題に対する提案
※今後の新城市のための取り組みとして意見・提案を求めたところ、次の意見が出されました。

無理なく、楽しく
学校へ行くのにバスを３つも乗り継ぐ。朝
も早くて大変。時間がずれるとバスがな
い。バスの本数が増えると良い。お年寄り
が１つのバスで病院へ行けるようになれば
良い。

路線バスでつなぐ地域の輪

近ごろ、サワガニ、ブッポウソウ、ホタル
などの生き物とのすてきな出会いが少なく
なっていると聞く。河川工事や森林破壊が
原因なのか。原因と予防策を考えてほし
い。

となりの○○がいなくなっている

自然エネルギーをもっと活用できると良
い。家庭に太陽光発電システムがもっと普
及すれば良いと思う。今は値段が高いの
で、市民が利用しやすい値段になると良
い。

自然エネルギー

楽しみにしているイベントが年々寂しくな
っている。地域行事を行う予算は増やして
ほしい。地域の活性化により、地域を愛す
る人、地域の環境を守る人が増えると思
う。

予算増額

新東名高速道路の建設により、多くの木が
伐採されていくのを見ると悲しい。新しい
新城ＰＡでは「環境都市・新城」のＰＲや
自然に配慮した新城らしい工夫をしてほし
い。

新城らしいパーキングエリア

企
画
課

　
23
‐
7
6
2
0

　
23
‐
7
2
9
6

　kikaku@
city.

　shinshiro.lg.jp

中学生の思い　　　を開催しました！

す
ぎ
も
と
い
く

お



市の大切なお知らせをお届けします
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Shinshiro News Spot

10
月
は
森
づ
く
り
月
間
で
す

森
林
と
環
境
問
題

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
の
税
金
を
活
用

し
て
行
わ
れ
た
市
内
の
人
工
林
整
備

〜
森
の
い
ろ
い
ろ
お
話
し
ま
す
〜

森
林
課
　
　
32
‐
1
9
7
5

　

木
は
成
長
時
に
空
気
中
の
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
燃
や
し
て
放
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
は
も
と
も
と
木

が
大
気
中
か
ら
吸
収
し
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
木
材
と
し
て
使
っ
て
い

る
間
は
ず
っ
と
、
中
に
二
酸
化
炭

素
を
固
定
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
、
特
に

間
伐
材
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
人

工
林
が
整
備
さ
れ
、
元
気
な
森
林

を
作
り
、
森
林
の
持
つ
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
能
力
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

京
都
議
定
書
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
６
％
削
減
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

３
．８
％
分
は
森
林
の
人
為
活
動

に
よ
る
吸
収
量
で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
単
に

削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
石
油
・

石
炭
な
ど
へ
の
依
存
か
ら
脱
却

し
、
木
を
活
か
し
た
「
低
炭
素
社

会
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
は
今

や
世
界
の
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

森
林
は
木
材
を
生
産
す
る
機
能
の
ほ
か
に
、
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害

の
防
止
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。　金額に置き換えることが可能な一部の機能を評価してみると、全国の森林

で年に約70兆円になり、市内の森林面積で換算すると新城市では年間
1,431億円という評価額になります。

　

森
と
緑
は
、
環
境
保
全
や
災
害
防
止
な
ど
多
く
の
公
益
的
機
能
を
持
っ
て

お
り
、
私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
森
林
の
荒

廃
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し
た
森
や
緑
の
働
き
が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
県
で
は
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く

り
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

評　価　項　目
評価金額（億円）

新城市

合　　　計

二酸化炭素吸収

表面浸食防止

表面崩壊防止

洪水緩和

水資源貯留

水質浄化

化石燃料代替エネルギー

保健・レクリェーション

２６

４７６

１４２

１２８

２３１

３６９

２１

３８

１，４３１

１３６

２，５０８

７４９

６７７

１，２１７

１，９４６

１１１

２００

７，５４４

愛知県

　

県
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
人
工
林
の
整
備
は
、

森
林
所
有
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
要
望
い
た
だ
い
た

奥
地
や
公
道
沿
い
で
手
入
れ
不
足
の
人
工
林
を
間
伐

し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
が
継
続
的
に
発
揮
さ
れ
る

森
林
へ
誘
導
し
ま
す
。

　

整
備
す
る
森
林
は
、
あ
る
程

度
の
広
い
面
積
が
あ
っ
た
方
が

整
備
を
よ
り
効
果
的
に
行
え
る

た
め
、
隣
接
す
る
所
有
者
の
方

が
何
人
か
で
ま
と
ま
っ
て
、
森

林
整
備
の
要
望
を
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

要
望
の
提
出
お
よ
び
要
望
提

出
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
森
林

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
要

望
の
取
り
ま
と
め
お
よ
び
提
出

は
、
ど
な
た
が
行
っ
て
い
た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

人
の
手
が
入
り
づ
ら
い
奥
地

や
、
公
道
沿
い
の
整
備
で
き
ず

に
困
っ
て
い
る
山
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
森
林
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

整備の状況（公道沿い）
実施前

平成21年度あいち森と緑づくり事業実績（新城市一色地内）

実施後

人
工
林
整
備
事
業
に
よ
り
間
伐
し
、
手
入
れ

さ
れ
た
美
し
い
山
林
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。

森
と
緑
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

基
金
の
お
金
を
事
業
に
使
い
ま
す
。

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
」

い
た
だ
い
た
税
金
で
基
金
を
つ
く
り
ま
す
。

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」

広
く
県
民
全
体
で
負
担
し
ま
す
。

個
人
県
民
税
・
法
人
県
民
税
の
均
等
割
り
の
超
過
課
税

　

個
人　

年
間
5
0
0
円
プ
ラ
ス

　

法
人　

５
％
プ
ラ
ス

　
（
資
本
金
に
よ
り
年
間
1
，0
0
0
円
〜
4
0
，0
0
0
円
プ
ラ
ス
）

出典：新城市森づくり基本計画

出典：平成２０年度「あいち木づかいプラン」
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法
の
日
を
迎
え
て　
〜
法
を
身
近
に
感
じ
て
み
よ
う
〜

行
政
課
法
務
室　
　
23
‐
7
6
1
3

　
　

は
、
個
人
と
個
人
と
の
自
由

　
　

の
調
和
を
図
り
、
安
定
し
た

社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た

一
方
で
、
国
に
対
し
法
に
従
っ
て

権
限
を
行
使
す
る
よ
う
に
命
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
に
よ
る
権
限

行
使
が
適
正
な
内
容
と
手
続
の
下

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
国
民
の
権
利
を
守
る
と
い
う

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

「
法
の
日
」
は
、
皆
さ
ん
に
こ

の
よ
う
な
法
の
役
割
や
重
要
性
を

考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
に
、
裁
判
所
、
検
察
庁
お

よ
び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提
唱
さ

•
裁
判
員
制
度
の
最
新
情
報
や

　
広
報
用
映
画
・
裁
判
員
経
験

　
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

　
は
「
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
」

　http://w
w
w
.saibanin.cou

　rts.go.jp/

•
各
地
の
催
し
は
「
裁
判
所
ウ

　
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

　http://w
w
w
.courts.go.jp/

れ
、昭
和
35
年
、政
府
に
よ
っ
て
正

式
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。　　
　

　
　

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。法

　
　

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁

お
よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
の
１
週
間
を「
法
の
日
」週

間
と
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
各
種

の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。裁

判
所
で
は
、
裁
判
員
制
度
に
関
す

る
も
の
を
は
じ
め
、
法
や
裁
判
手

続
に
関
す
る
説
明
会
や
見
学
会
な

ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

　
　

々
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

　
　

は
変
化
し
、
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
法
の
果
た
す
べ
き
役

10
月
１
日
㈯
は
「
法
の
日
」
で
す
。

法

日 都
市
計
画
課　
　

23
‐
7
6
4
0

「
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
に
関
す
る

基
本
方
針（
案
）」へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

市
民
保
険
課

　

23
‐
7
6
2
8

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
3

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
7
9

行
政
相
談
週
間　

10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

〜
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!
「
行
政
相
談
」
〜

　

市
で
は
、
「
優
良
田
園
住
宅
の

建
設
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

（
案
）」
に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

　

10
月
３
日
㈪
〜
11
月
２
日
㈬

提
出
方
法

　

住
所
お
よ
び
氏
名
を
ご
記
入
の

　

上
、
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の

　

方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
都
市
計
画
課
に
持
参
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　

く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　

５
時
15
分
ま
で
。

②
郵
送
す
る
。

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
都
市
計
画
課

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　

23
‐
7
0
4
7

④
E
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　

toshi@
city.shinshiro.lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　

意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

•
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
都
市
計
画
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　

く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　

５
時
15
分
ま
で
。

　

総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
お
聞
き
し
て
、
あ
っ
せ
ん

す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
ま

す
。

　

こ
の
行
政
相
談
制
度
を
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
10
月
17
日
㈪
か
ら

23
日
㈰
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
し
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・

環
境
衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通

安
全
・
道
路
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

新
城
地
区

　

10
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

市
民
体
育
館

鳳
来
地
区

　

10
月
19
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時　

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

作
手
地
区

　

10
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

作
手
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
虹
の

　

里
※
人
権
に
関
す
る
相
談
も
同
時
に

　

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
行

　

政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

•
新
城
地
区　

菅
野
美
津
雄
氏　

　
　

22
‐
２
０
６
０

•
鳳
来
地
区　

松
井
和
之
氏　

　
　

34
‐
０
０
５
５

•
作
手
地
区　

柴
田
由
紀
子
氏　

　
　

37
‐
２
１
１
６

行
政
苦
情
１
１
０
番

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　

首
席
行
政
相
談
官
室

　
　

０
５
２
‐
９
６
２
‐
１
１
０
０

契
約
検
査
室　
　

23
‐
7
6
1
4

ポ
ス
ト
３
・
11　

庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
市
民
が
つ
な
ぐ　

山
の
湊　

創
造
都
市
」
実
現
庁
舎
を
目
指

し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
新
庁
舎

の
あ
る
べ
き
姿
や
求
め
ら
れ
る
役

割
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

機
会
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。国
民
が
刑
事
裁
判

に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
も
、
施

行
か
ら
２
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
高
い

意
識
に
支
え
ら
れ
て
円
滑
な
運
営

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。一
人
ひ

と
り
が
法
や
裁
判
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
社
会
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
を
尊
重
し
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
に
役
に
立
つ
も
の
と

考
え
ま
す
。こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、

法
や
裁
判
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

　

10
月
４
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　

文
化
会
館
大
会
議
室

　

•
庁
舎
設
計
パ
ー
ト
ナ
ー
紹
介

　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
を

　
　

通
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
庁

　
　

舎
設
計
へ
の
思
い
と
、
建
築

　

の
最
新
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

•
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
ポ
ス
ト
３
・
11
庁
舎

　

の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
」

•
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
教
授

　

大
貝　

彰
氏

•
パ
ネ
リ
ス
ト

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
助
手

　

渋
谷
達
郎
氏

　

市
議
会
議
員
、
市
長
、
市
民
、

　

㈱
山
下
設
計

　

１
２
０
人
（
先
着
受
付
）

の

皆
さ
ん
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
広
報
活
動
を

続
け
ま
す
。

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　
　

０
５
２
‐
２
２
３
‐
０
９
９
４

お
お
が
い
　

あ
き
ら

し
ぶ

や

た
つ
ろ
う

す
が

の

み

つ

お

ま
つ
い

か
ず
ゆ
き

し
ば

た

ゆ

き

こ

ひ
　
と

み
な
と
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鳳来Ｉ．Ｃ（仮称）

名号

三河川合駅

うめの湯

七郷一色

第１

第２第３

至東栄町

JR飯田線

名号交差点

至
新
城
市
街

国道
151号

三
遠
南
信
自
動
車
道

名
号
ト
ン
ネ
ル

大
島
ト
ン
ネ
ル

イベント会場
Ｐ

会場までの
ウォーキングコース

駐車場への車両経路

シャトルバス乗り場

会場案内図

Ｐ Ｐ

レインボーはうす
矢部公民館

新城
東高校

至上平
井

至牛
倉

至豊川

至東栄
新城家

畜

市場

麗楽荘
和光ハイム

サマリヤの丘

つばさ共同
保育園

JA愛知
東

育苗施
設

新城
保健

セン
ター

シル
バー

人材
セン
ター

消防防
災

センタ
ー

さくらの里
周辺マップ

三
遠
南
信
自
動
車
道

三
遠
道
路
開
通
前
記
念
イ
ベ
ン
ト

10
月
１
日
㈯
か
ら
初
期
救
急
診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

土
木
課
　
　
23
‐
7
6
3
9

２
０
１
１
「
健
康
・
消
防
防
災
・
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す

健
康
課    

23
‐
8
5
1
1

消
防
総
務
課     

22
‐
4
8
0
1

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  
　
23
‐
5
6
6
6

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
23
‐
7
6
0
2

　

軽
い
け
が
、
か
ぜ
、
子
ど
も
の

軽
症
な
ど
、
入
院
の
必
要
が
な
い

初
期
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
緊
急
医
（
在
宅
当
番
医

制
）、
休
日
診
療
所
、
夜
間
診
療

所
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
城
医
師
会
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に

よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
夜
間
診
療

所
で
の
診
療
が
「
毎
日
」
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
緊
急
医
（
在
宅
当
番
医
制
）

は
土
曜
日
の
診
療
と
専
門
科
（
整

形
外
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
）
の
み

と
な
り
ま
す
。

　

診
療
場
所
が
毎
日
変
わ
る
在
宅

当
番
医
制
か
ら
、
い
つ
も
決
ま
っ

た
場
所
で
診
療
す
る
夜
間
診
療
所

へ
の
一
部
移
行
に
よ
り
、
場
所
の

確
認
が
容
易
と
な
る
な
ど
、
受
診

し
や
す
い
環
境
が
充
実
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。　

　

具
体
的
に
変
更
す
る
内
容
は
、

次
表
「
赤
字
」
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
休
日
診
療
所
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【曜日など別診療時間の状況】
緊急医   　　　　緊急医（専門科） 夜間診療所      　休日診療所

曜日など

月～金曜日
土曜日
日
祝日

年末年始
お盆

（8月15日）

午後５時～
９時

午前9時30分～
午後４時30分

午後７時～
１１時

午後８時～
１１時

（医)午前9時30分～
午後４時30分

（歯)午前9時～
正午

※電話で症状を連絡の上、ご来院ください。 　※各診療所の診療状況は２ページをご覧ください。

緊急医（在宅当番医制） 緊急医（在宅当番医制）

夜　間　診　療　所夜　間　診　療　所

診療場所：担当開業医の医院
診療受付時間：
　午後7時～午後10時30分
診療日：毎日
【専門科】
診療場所：担当開業医の医院
診療受付時間：
　午後7時～午後10時30分
日曜日および祝日受付時間：
　午前9時30分～午後4時30分
診療日：随時

診療科：内科・小児科
診療時間：
　午後8時～午後11時
診療受付時間：
　午後7時30分～午後10時30分
診療日：月・火・金・土・日曜日
　　　　（祝日は除く）
休診日：水・木曜日・祝日
　　　　年末年始

診療科：内科・小児科
診療時間：
　午後8時～午後11時
診療受付時間：
　午後7時30分～午後10時30分
診療日：
　毎日（祝日・年末年始を含む）
休診日：
　無休（非常事態を除く）

診療場所：担当開業医の病院
診療受付時間：
　午後5時～午後8時30分
診療日：土曜日(祝日・年末年始を除く)
【専門科】
診療場所：担当開業医の医院
診療受付時間：
　午後7時～午後10時30分
日曜日および祝日受付時間：
　午前9時30分～午後4時30分
診療日：随時

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
三
遠
道
路

引
佐
J
C
T（
仮
称
）か
ら
鳳
来
IC

（
仮
称
）
ま
で
は
、
今
年
度
中
の
供

用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
方
々
に
こ
の

地
域
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
三
遠

南
信
地
域
の
交
流
を
一
層
深
め
て

も
ら
う
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

供
用
前
の
三
遠
南
信
自
動
車
道
三

遠
道
路
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

　

三
遠
道
路
大
島
ト
ン
ネ
ル
（
仮

　

称
）
付
近

•
鳳
来
東
小
学
校
児
童
の
フ
ァ
ン

　

フ
ァ
ー
レ

•
東
栄
小
学
校
児
童
の
和
太
鼓
ク

　

ラ
ブ
に
よ
る
演
奏

•
鳳
来
東
小
学
校
児
童
・
合
唱
劇

　
「
カ
ネ
ト
」
を
う
た
う
合
唱
団
と

　

飯
田
カ
ネ
ト
合
唱
団
に
よ
る
合

　

同
合
唱

•
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

　

ン
ス

•
餅
投
げ

•
物
産
・
飲
食
店

•
先
着
５
０
０
人
に
生
卵
を
無
料

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

•
現
場
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー（
先
着
80

　

人
）

•
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
2
･
8
㎞
）
は
、

　

午
前
10
時
三
河
川
合
駅
出
発

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
変
更
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、
大
島
ト
ン
ネ
ル
付

　

近
指
定
駐
車
場
（
2
5
0
台
）

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、

　

当
日
は
J
R
飯
田
線
三
河
川
合

　

駅
か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
も
運
行
し
ま
す
。

　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
・
市
い
き
い
き
ラ
イ

フ
の
館
の
３
カ
所
で
合
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

10
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
小
雨
決
行
、荒
天
中
止

健
康
ひ
ろ
ば

　
　

健
康
課 

　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

８
０
２
０
表
彰
、
こ
こ
ろ
と
か

　

ら
だ
の
健
康
相
談
、
健
康
チ
ェ

　

ッ
ク
体
験
、
体
成
分
分
析
測
定

　
（
要
予
約
、
定
員
有
）、
骨
密
度
測

　

定（
要
予
約
、定
員
有
）な
ど

　

無
料

※
体
成
分
・
骨
密
度
測
定
は
事
前

　

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

消
防
防
災
フ
ェ
ス
タ

　

消
防
総
務
課

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

消
防
車
の
試
乗
や
消
火
・
煙
道

　

体
験
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
展

　

示
、
東
日
本
大
震
災
写
真
展
示

　

な
ど

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

市
い
き
い
き
ラ
イ
フ
の
館

　

各
就
業
の
注
文
・
受
け
付
け
、

　

木
工
、
す
す
き
細
工
な
ど
体
験

　

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
お
よ
び
会

　

員
作
品
展
示
販
売
な
ど 

駐車場に限りがあります
ので、公共交通機関の
ご利用をお願いします。

※
駐
車
場
が
少
な
く
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

乗
り
合
わ
せ
で
の
お
越
し
に
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。
当
日
は
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

×
○
×
×
×

×

×
×
随時
随時
×

×

随時
×
×
×
×

×

○
○
○
○
○

○

×
×
○
○
○

○

×
×
○
○
○

○
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ヤマザキ
デイリーストアー

GS
151バイパス

とみかわや
清龍

至
長
篠

至
一
宮

杉山
●

●●
●

ココ

　

愛
知
県
行
政
書
士
会
新
城
支
部

で
は
、
官
公
署
へ
提
出
す
る
許
認

可
や
申
請
、
届
け
出
な
ど
の
手
続

き
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

鳳
来
地
区

　

10
月
19
日
㈬　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

新
城
地
区

　

10
月
26
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

愛
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、
登

記
、
相
続
、
供
託
ま
た
は
裁
判
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

10
月
４
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

司
法
書
士
無
料
相
談
法
律

相
談

行
政
書
士
会
無
料
相
談

文
化
課

　
23
‐
7
6
5
5 

学
校
教
育
課

　
23
‐
7
6
5
2 

愛
知
県
行
政
書
士
会
新
城
支
部

　
26
‐
0
6
9
6

ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3 

ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3 

生
涯
学
習
課

　
23
‐
7
6
5
4

企
画
課

　
23
‐
7
6
2
0

（独）
水
資
源
機
構
　
豊
川
用
水

総
合
事
業
部
総
務
課

　
0
5
3
2‐54‐6
5
0
1

数
楽
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会

ち
び
っ
こ
運
動
会

新
城
ラ
リ
ー

第
45
回
市
民
歩
こ
う
会

観
来
館
10
月
の
展
示

「
水
彩
画
展
」

新
城
市
芸
術
鑑
賞
教
室

劇
団
う
り
ん
こ
公
演

姿
勢
改
善・歩
き
方
教
室

健
康
教
室　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

完
工
10
周
年
記
念
「
楽
し
く
お

散
歩
」
大
島
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク　

地
域
振
興
課

　
32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

●催し・行事●募集
　

い
ろ
い
ろ
な
土
地
へ
出
掛
け
て

描
い
た
風
景
画
の
中
か
ら
、
湯
谷

温
泉
を
描
い
た
も
の
な
ど
十
数
点

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

毎
年
恒
例
、
０
〜
３
歳
の
小
さ

　

体
育
の
日
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
10
日
㈷

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

　

作
手
地
内

　

作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　

参
加
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、 

　

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
ま
た
は
郵

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

　

だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
課

　

10
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

　

市
内
一
帯
、
桜
淵
い
こ
い
の
広

　

場

　

新
城
ラ
リ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ

　

ー
ジ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

　

観
戦
、
デ
モ
走
行
観
戦
、
地
元

　

物
産
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
モ
ー
タ

　

ー
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
コ
ー
ナ

　

ー
※
内
容
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
新
城
ラ
リ
ー
公
式
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

　

http://w
w
w
.shinshirorally.

　

jp/

ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3 

新
城
リ
レ
ー
ラ
ン
２
０
１
１

　

秋
の
新
城
総
合
公
園
で
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
や

仲
間
同
士
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
走
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

10
月
30
日
㈰

　

新
城
総
合
公
園

※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
、
公
式

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

　

http://w
w
w
.runfes.net/

　

shinshiro/

「
10
歳
若
返
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
ウ
ォ

ー
ク
」

　

室
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
姿
勢
改

善
と
脂
肪
燃
焼
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。
筋
肉
と
骨
格
を
意
識
し
な
が

ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
10
歳
若
返

り
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
応
え
て

く
れ
ま
す
。

　

９
月
28
日
㈬
〜
12
月
14
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
毎
週
水
曜
日
（
10
回
実
施
）

　

市
民
体
育
館　

　

市
内
在
住
で
初
回
の
方

※
過
去
に
市
民
保
険
課
の
姿
勢
改

　

善
・
歩
き
方
教
室
を
受
講
さ
れ

　

た
方
は
除
き
ま
す
。

　

50
人

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
「
や
る
気
」
の
啓
発
と
、

数
学
へ
の
関
心
を
高
め
る
目
的
で

　

大
島
ダ
ム
完
工
10
周
年
を
記
念

し
、
ダ
ム
協
力
者
へ
の
感
謝
と
大

島
ダ
ム
・
豊
川
用
水
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ダ
ム
周
回

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
、
ゲ
ー
ム
や
特
産
品
の
販
売

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　

J
R
飯
田
線
三
河
川
合
駅
・
指

　

定
駐
車
場

※
駅
な
ど
か
ら
会
場
ま
で
バ
ス
送
迎

　

５
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　

で
き
る
方

※
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

　

無
料

受
付
期
間

　

10
月
18
日
㈫
〜
25
日
㈫

「
楽
し
く
動
こ
う
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

　

有
酸
素
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
体
脂
肪
（
特
に
内
臓
脂
肪
）

を
効
果
的
に
燃
焼
し
、
メ
タ
ボ
対

策
に
も
有
効
で
す
。
思
い
切
り
身

体
を
動
か
し
て
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
ア
ド
バ
ン
ス
編
で
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽
し
み
た
い

方
、
も
っ
と
動
き
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
７
日
㈮
〜
12
月
９
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　

鳳
来
中
央
集
会
所　

　

市
内
在
住
の
方

　

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

受
付
開
始

　

９
月
26
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
花
山
田
小

学
校
」

　

10
月
19
日
㈬　

　

午
後
１
時
30
分

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

一
般　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　

５
０
０
円

※
ブ
ロ
ッ
ク
指
定（
一
部
自
由
席
）

　

入
場
券
は
文
化
会
館
ま
た
は
文

　

化
課
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

広
告

0536-23-2211
新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

FAX0536-23-7331

量売り焼酎ポ
イ
ン
ト2倍!
ポ
イ
ン
ト2倍!アルミ缶回収

毎
週
日
曜
日

会
員
様

会
員
様

祭礼青年様が新規で会員カードを作成（無料）いただきますと、
寄付として商品券 1,000 円分をプレゼント！次年度からは
前年のお買上げ実績に基づき寄付をさせていただきます。

祭礼行事を応援�
お祭りの寄付致します！

市
民
保
険
課

　
23
‐
7
6
2
5

市
民
保
険
課

　
23
‐
7
6
2
5

　

10
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

な
お
子
さ
ん
で
も
楽
し
め
る
運
動

会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
㈫

　

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

桜
淵
い
こ
い
の
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
新
城
青
年
の
家

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

親
子
１
組
３
０
０
円

※
２
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
１
人

　

当
た
り
２
０
０
円
追
加

　

10
月
７
日
㈮

平
成
10
年
度
か
ら
「
数
楽
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、多
く
の
児
童・生
徒
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

　

新
城
東
高
等
学
校

　

小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

　

無
料

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、各
小
・

　

中
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

受
付
開
始

　

９
月
20
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ 

い
。

レジにて…青年団名を名乗ってもらえれば

　　　　　会員価格でお得！！更に、ポイントも貯まり

　　　　　割引券がもらえます。

祭礼行事を応援�
お祭りの寄付致します！

愛
知
県
司
法
書
士
会
新
城
支
部

　
24
‐
1
2
1
0

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★出前セミナー開催中★★東三河あんしんネット開設★
♥一人暮らしのお年寄り見守り安心ネット事業（内閣府助成）試験運用中

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

お酒は二十歳を過ぎてから
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

台風シーズンは飛来物や倒木による断線が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

広
告

広
告

消
防
署
救
急
担
当

　

22
‐
1
1
1
9

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

文
化
会
館

火
・
木
・
土
曜
日

●募集●そのほか

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

文
化
活
動
初
心
者
入
門
講
座

都
市
計
画
審
議
会
委
員
の
募
集

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対

象
に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本

操
作
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

23
‐
7
6
1
2

　

23
‐
2
0
0
2

都
市
計
画
課

　

23
‐
7
6
4
0

　

23
‐
7
0
4
7

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
10
月
分
〕

を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

　

10
月
1５
日
㈯　
午
後
1
時
〜
5
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
1
,
0
5
0
円  

　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

９
月
20
日
㈫
〜
10
月
6
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

普
通
救
命
講
習
会

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務

す
る
講
師
の
募
集

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
2
0
1
1

み
ん
な
で
歩
こ
う
豊
川

「
き
の
こ
を
調
べ
よ
う
」

　

10
月
９
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

う
で
こ
き
山
周
辺

　

青
年
の
家

　

博
物
館
学
術
委
員（
植
物
分
野
）

　

50
人

　

大
人　
　
　
　

５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物
、か
ご 

　

な
ど
の
採
集
用
具

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

デ
ッ
サ
ン
と
や
さ
し
い
水
彩
画

　

11
月
18
日
、
25
日
、
12
月
９
日
、

　

23
日
、平
成
24
年
１
月
13
日（
全

　

金
曜
日
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

谷
口
茂
春
氏

　

15
人

　

11
月
８
日
㈫

や
さ
し
い
民
踊

　

11
月
19
日
、
26
日
、
12
月
17
日
、

　

平
成
24
年
１
月
14
日
、21
日（
全

　

応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

救
命
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

10
月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　

る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
異

　

物
除
去
法

　

中
学
生
以
上

　

20
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

筆
記
具

　

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
万
一
、
事
故
や
ケ
ガ
が
発
生
し

　

た
場
合
に
は
、
当
署
で
は
責
任

　

を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

　

東
三
河
は
豊
川
を
通
じ
て
上
・

下
流
地
域
が
強
く
結
ば
れ
て
い
ま

す
。そ
の
豊
川
に
沿
っ
て
歩
き
、自

　

都
市
計
画
課
で
は
、
都
市
計
画

に
関
す
る
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
た
め
、
都
市
計
画
審
議
会
を
設

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

　

校
教
員
免
許
を
所
有
の
方

hri-hakubutukan1@
city.shi

nshiro.lg.jp

toshi@
city.shinshiro.lg.jp

置
し
て
い
ま
す
。こ
の
審
議
会
へ

加
わ
っ
て
い
た
だ
く
、
市
民
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　

12
月
１
日
〜
平
成
25
年
11
月
30

　

日
の
２
年
間

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

　

若
干
名　

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

職
業
、
略
歴
、
応
募
の
動
機
を

　

明
記
し
、
10
月
３
日
㈪
か
ら
21

　

日
㈮
ま
で
に
郵
便
、
E
メ
ー
ル

　

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
応

　

募
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接

　

で
決
定
し
ま
す
。

企
画
課　
　

23
‐
7
6
2
0

豊
川
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
準
備

委
員
会 

　

0
9
0
‐
9
9
1
5
‐
9
6
3
9

　

土
曜
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

権
田
初
子
氏

　

20
人

　

11
月
15
日
㈫

や
さ
し
い
津
軽
三
味
線

　

11
月
22
日
、
12
月
13
日
、
27
日
、

　

平
成
24
年
１
月
24
日
、２
月
14
日

　
（
全
火
曜
日
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

鈴
木
和
人
氏

　

20
人

　

11
月
17
日
㈭

や
さ
し
い
絵
手
紙

　

11
月
29
日
、
12
月
６
日
、
20
日
、

　

平
成
24
年
１
月
17
日
、31
日（
全

　

火
曜
日
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

伊
藤
香
織
氏

　

20
人

　

11
月
22
日
㈫

※
各
講
座
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り

　

各
講
座
１
’０
０
０
円
、
教
材
費

　

は
実
費
。

国
指
定
天
然
記
念
物
　

ヤ
マ
ネ

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）

に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
日
本
固
有
の
か
わ
い

ら
し
い
哺
乳
動
物
で
す
。
ネ

ズ
ミ
や
リ
ス
の
仲
間
で
、
体

長
約
８
㎝
、
尾
の
長
さ
は
５

㎝
、
体
重
は
18
グ
ラ
ム
前
後

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
や
県
で
準
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
、
豊
根
村
、
設

楽
町
、
豊
田
市
、
岡
崎
市
で

生
息
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
平
成
15
年

（
2
0
0
3
）
３
月
31
日
に
宇

連
ダ
ム
湖
畔
の
巣
箱
で
冬
眠

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ノ
ハ
ズ
ク
用

に
設
置
し
た
巣
箱
の
中
の
コ

ケ
に
、
体
を
潜
り
込
ま
せ
て

ピ
ン
ポ
ン
玉
ほ
ど
の
大
き
さ

に
丸
ま
っ
て
眠
っ
て
い
ま
し

た
（
写
真
右
）。

　

ヤ
マ
ネ
は
、
１
年
の
約
半

分
を
冬
眠
し
て
過
ご
し
ま
す
。

餌
に
す
る
昆
虫
や
果
実
が
な

く
な
る
冬
、
気
温
が
９
℃
ま

で
下
が
る
と
、
体
を
丸
め
て

長
い
眠
り
に
入
り
ま
す
。
体

温
や
心
拍
数
を
大
き
く
落
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

を
極
力
減
ら
し
暖
か
な
春
を

待
ち
ま
す
。

　

夜
行
性
で
動
き
が
素
早
く
、

小
さ
な
体
で
森
の
木
々
を
縦

横
に
駆
け
回
り
ま
す
。
秋
に

は
好
物
の
甘
く
柔
ら
か
い
ア

ケ
ビ
な
ど
の
果
実
を
た
ら
ふ

く
食
べ
、
冬
眠
に
備
え
ま
す
。

朽
ち
木
の
穴
や
落
ち
葉
の
中
、

小
鳥
の
古
巣
な
ど
を
ね
ぐ
ら

に
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
愛
ら
し
い
生
き
物

が
市
内
の
森
で
暮
ら
し
て
い

る
と
思
う
と
、
山
歩
き
が
楽

し
く
な
り
ま
す
。

再
発
見
！

66

joho@
city.shinshiro.lg.jp

児
童
課

   

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

 　
37
‐
2
2
7
9

子
ど
も
手
当
の
振
り
込
み

　

子
ど
も
手
当（
６
〜
９
月
分
）を

10
月
５
日
㈬
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
金
融

機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、転
居
、転
職
な
ど
の
際
は

　

児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け

　

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

然
に
触
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
ま
す
。地
域
の
魅
力
と
清
流

豊
川
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ

う
。

上
流
域
コ
ー
ス（
約
11
㎞
）

　

10
月
29
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

旧
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

〜
長
篠
城
址

下
流
域
コ
ー
ス（
約
12
㎞
）

　

11
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

J
R
野
田
城
駅
〜
三
上
橋

　

中
学
生
以
上
の
健
康
な
方
で
、

　

10
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　

で
き
る
方

　

各
40
人（
申
込
順
）

　

各
５
０
０
円

※
別
途
、
貸
切
り
バ
ス
ま
た
は
乗

　

合
タ
ク
シ
ー
代
が
必
要
で
す
。

　

10
月
15
日
㈯

税
務
課

　

23
‐
7
6
1
5

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊

し
を
さ
れ
た
方

　

１
月
以
降
に
建
物
（
車
庫
や
物

置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の
新
築
・

増
築
ま
た
は
取
り
壊
し
を
さ
れ
た

方
は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ご
都
合
を
相
談
の
上
、家
屋
評

価
に
伺
い
ま
す
。

　

家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

深緑に囲まれたクア＆
スポーツ施設
鳳来ゆ～ゆ～ありいなで
心も身体もリフレッシュ!!

市内無料送迎バス運行中！

鳳来ゆ～ゆ～ありいな
能登瀬字壱輪23-1　TEL32-2212

く

た
に
ぐ
ち
し
げ
は
る

ご
ん

だ

は
つ
こ

す
ず

き

か
ず

と

い

と
う

か

お
り

ほ
に
ゅ
う

え
さ
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3

「紅梅」津村節子 /著　文藝春秋　
　故・吉村昭のガン
闘病と死を、妻であり
作家である著者が克
明に綴った私小説で
す。妻と文学者という
著者のつらさ・厳しさ
に胸打たれ、涙なしには読めない文学
作品になっています。
「斉藤さんがゆく」 祐天寺与太郎 /著
小学館
　「ななみちゃん」の
稲葉卓也と「つみきの
いえ」の加藤久仁生
の２人が描く奇想天外
でゆかいなお話です。
児童向けですが、大人の方も“ 斉藤
さんのふしぎ世界 ”にひたってみてくだ
さい。

■１階エレベーター横に、拡大読書
　器を設置しました。本体下の平台
　に読みたい物を載
　せれば、上のテレ
　ビモニターに文字
　などが大きく映し
　出される機器です。

　９月２６日（月）は、受水槽清掃のため
休館します。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

新城図書館
23‐2333    24‐3415

●そのほか

拡大読書器をご利用ください

臨時休館のお知らせ

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
優
先
予

約
の
お
知
ら
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

各
種
申
請
書
な
ど
の
作
成
を
他
人
に

依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申
請

書
、届
出
書
な
ど
を
、他
人
に
そ
の

作
成
を
依
頼
し
た
り
、
相
談
し
た

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
書
類
を

県
や
市
町
村
な
ど
の
官
公
署
に
提

出
す
る
手
続
の
代
理
を
依
頼
し
た

り
す
る
と
き
の
た
め
に
、
行
政
書

士
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
書
士
は
、行
政
書
士
法
に
基

づ
き
次
の
業
務
を
行
って
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利

用
し
て
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
予

定
が
あ
る
団
体
は
、
施
設
を
優
先

予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。受

付
期
間
内
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
内
に
申
し
込
み
が

な
い
場
合
、
会
場
の
確
保
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

•
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
（
西
側
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
）

•
有
海
緑
地
公
園（
競
技
場
、野
球

　

場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

•
新
城
総
合
公
園（
陸
上
競
技
場
、

　

野
球
場
、競
技
場
、テ
ニス
コ
ー
ト
）

•
市
民
体
育
館（
競
技
場
、
分
館
、

　

会
議
室
）

受
付
期
間

•
新
城
総
合
公
園

　

平
成
24
年
４
月
〜
６
月
分

　
　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月
18
日
㈫

　

平
成
24
年
７
月
〜
平
成
25
年
３ 

　

月
分

　
　

12
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

•
そ
の
ほ
か
の
体
育
施
設

　

平
成
24
年
度
分

　
　

12
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く

　

詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
予
約
の
受
け
付
け
を
年
４

回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。今
回
は

10
月
か
ら
12
月
に
設
置
す
る
も
の

を
、
10
月
３
日
㈪
か
ら
下
水
道
課

ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
整
備
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
24
年
１
月
以
降
に
工
事
を
行

う
方
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
申
請
は
必
ず
設
置
前
に

行
わ
な
い
と
交
付
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
補
助
金
は
予
算
範
囲
内
の

交
付
と
な
り
ま
す
。
補
助
の
対
象

区
域
お
よ
び
対
象
要
件
な
ど
詳
細

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

下
水
道
課

　
23
‐
7
6
4
4

行
政
課
法
務
室
　

　
23
‐
7
6
1
3

新
城
設
楽
児
童
・
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー

　
23
‐
7
3
6
6

地
域
整
備
課

　
32
‐
1
9
8
8

地
域
整
備
課

　
37
‐
2
2
9
8

■青少年に読んでもらいたい本
　10月は「青少年によい本をすすめる
　県民運動」の強調月間です。県選定
　の優良図書を中心に、おすすめ本
　をそろえます。

特集コーナー展示について

おすすめ本の紹介おすすめ本の紹介

秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

◉お知ら
せ…!! 

♥とって
おきの写

真

☀あなた
の身近な

話題

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

鳥獣害対策室　　            23‐7672

新城設楽農林水産事務所
新城設楽農業改良普及課　   23‐2111サルから農作物を守るサルから農作物を守る

　実りの秋です。稲や栗、柿の収穫時期になる
とサルの農作物被害が増加します。集落で一致
団結して、サルに立ち向かいましょう。
　サル対策で最も重要なことは、「餌付けをし
ない」「集落を餌場として認識させない」こと
です。
サルに餌付けしない
•廃棄果実や野菜くずは、畑の隅などに捨てな
　いようにしましょう。
•樹高が高くなりすぎ収穫できない柿や栗、渋
　柿などは伐採するか樹高を低くし、取り残し
　のないように心掛けましょう。
•農作物を取られることは餌付けと同じです。
　野菜や果樹はサルに取られないように守りま
　しょう。
•稲の収穫後に出るヒコバエは、穂が実る前に
　処理しましょう。
畑に近寄らせない
•畑の周囲の木を伐採し、隠れやすい物、足場
　となるような物はなくしましょう。 
•柵を設置する場所を確保し畑を作りましょ
　う。
•作物の配置を見直しましょう。山に近く守り
　にくい所にはコンニャク、唐辛子、シソ、家
　や犬小屋の近くなど守りやすい所はジャガイ
　モ、サツマイモ、トウモロコシを植えましょ
　う。
•畑を電気柵や防護柵できちんと囲って、サル
　が絶対に入れないようにしましょう。
簡易防護柵
⑴猿落君
　奈良県が開発した柵です。ハウス用鉄パイプ
で支柱をつくり、２７０㎝の弾性ポール（商品名
ダンポール）にサルネットを掛けます。安くて
簡単にできます。柵が高くなることで登れませ

ん。サルが畑に入るまでの時間稼ぎですので、
完全には防げません。
⑵電落君
　猿落君が突破されるようなら、電気柵線をポ
ールとネット上部に２本入れます。下半分を目
隠し用ネット（防草シートなど）で覆うとより
効果的です。
畑や集落を危険な所と教える
•サルを見たら必ず追い払い、人を怖いと思わ
　せましょう。集落みんなで追い払うことが大
　切です。ロケット花火はサルに向けて発射す
　るようにします。山火事、けがのないように
　注意しましょう。
•徹底したサルヘの嫌がらせにより、人里が危
　険な場所・居心地の悪い場所と認識させるこ
　とが大切です。
•モンキードッグ
　サルを追い払うように訓練された犬です。サ
　ルを追い払うときにリードを放すことができ
　ますが、県の認定と集落の合意が必要です。
•自家製モンキードッグ
　自分の畑をワイヤーメッシュなどの柵で囲
　い、飼い犬を放しておくことで、農作物をサ
　ルから守ることができます。水や日よけを忘
　れずに設置しておきましょう。
集落で取り組む
•サル対策のほとんどは、個人の対策、個別の
　対策だけでは効果がでないことが多いです。
　集落ぐるみで取り組みましょう。そのために
　は、正しい知識や情報の共有が必要です。ま
　ずは集落みんなで学習会から始めましょう。
※「獣害対策の勉強がしたい」方は、鳥獣害対策室また
　は新城設楽農林水産事務所新城設楽農業改良普及課
　へご連絡ください。

平
成
23
年
度

後
期
手
話
講
習
会

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権

　

利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る

　

書
類
（
実
地
調
査
に
基
づ
く
図

　

面
類
を
含
む
）の
作
成

②
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す

　

る
手
続
の
代
理

③
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
書
類
の
契
約
代
理

　

な
お
、①
の
書
類
の
作
成
に
つ

い
て
の
相
談
を
行
政
書
士
会
の
会

員
で
な
い
者
が
、
他
人
の
依
頼
を

受
け
報
酬
を
得
て
①
の
業
務
を
行

う
こ
と
は
、
行
政
書
士
法
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
違
反

し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

行
政
書
士
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

•
県
総
務
部
法
務
文
書
課

　

０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
０
２
３

•
県
行
政
書
士
会

　

０
５
２
‐
９
３
１
‐
４
０
６
８

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

里
親
制
度
と
は
、
事
情
に
よ
り

親
と
一
緒
に
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
の
た
め
に
、
里
親
の
家

庭
を
提
供
し
、
愛
情
を
持
っ
て
育

て
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
は
、

生
活
が
安
定
し
て
い
て
、
子
ど
も

の
養
育
に
専
念
で
き
る
健
康
な
夫

婦
で
す
。

　

な
お
、
里
親
に
は
養
育
に
必
要

な
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
6
日
か
ら
10
回
に
分
け

て
、
後
期
手
話
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
６
日
㈭
〜
12
月
16
日
㈮

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

西
部
公
民
館
（
ち
さ
と
館
）

　

担
当　

松
井

　
　

23
‐
4
3
5
8　

※
直
接
ち
さ
と
会
館
へ
ご
見
学
下

　

さ
い
。　

つ むらせつ こ

よし むら あきら

ゆうてん じ よ たろ う

く　　に お

こうばい

え ん らく

でんらく
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た
い 

　
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
へ
の

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活

　

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　
T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　
イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

譲
り
た
い
も
の

・
低
反
発
マ
ッ
ト
レ
ス
（
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

・
エ
プ
ソ
ン
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

　
Ｉ
Ｃ
５
Ｃ
Ｌ
０
５
（
カ
ラ
ー
）
、

　
　
Ｉ
Ｃ
１
Ｂ
Ｋ
０
５
Ｗ
（
ブ
ラ
ッ
ク
）

　
（
未
使
用
品
）

・
雑
誌
「
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

　
（
平
成
19
年
〜
21
年
）
36
冊

・
雑
誌
「
今
日
の
料
理
」

　
（
平
成
22
年
〜
23
年
）
12
冊

・
道
路
地
図
（
地
域
版
）
10
冊

　

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
夜
を
楽
し
む
こ
と

で
、
「
省
エ
ネ
」
な
ど
に
対
す
る
考
え

を
深
め
る
「
き
っ
か
け
」
と
す
る
た

め
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　

市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に

し
た
い
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
を
野

外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
、
一
部
の
例
外

（
表
１
）
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
を
焼
却
す

る
に
は
、
国
が
定
め
る
構
造
基
準
（
表

２
）
を
満
た
し
た
焼
却
炉
で
、
定
め
ら

れ
た
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
違
反
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
【
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
そ
の
両
方
】。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に

し
た
い
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

周
り
に
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
せ
ん
か
！

［表１］　野焼き禁止の例外

［表２］　ごみ焼却炉の構造基準（概要）

国や地方公共団体がその
施設の管理を行うために
必要な廃棄物の焼却

河川敷、道路側の
草焼きなど

災害などの応急対
策、火災予防訓練
など

門松やしめ縄の焼
却など

稲わら、あぜの草
の焼却、伐採した
木の枝などの焼却

落ち葉たき、たき
火、キャンプファ
イヤーなど

震災、風水害、火災その
ほか災害の予防、応急対
策または復旧のために必
要な廃棄物の焼却

風俗習慣上または宗教上
の行事を行うために必要
な廃棄物の焼却

農業、林業または漁業を
営むためにやむを得ない
ものとして行われる廃棄
物の焼却

１．燃焼ガスの温度が800度以上の状態で焼
　　却できるもの

２．燃焼に必要な量の空気の通風が行われる
　　もの

３．外気と遮断された状態で定量ずつ廃棄物
　　を投入できるもの

４．燃焼ガスの温度を測定する装置が設けら
　　れているもの

５．燃焼ガスの温度を保つ助燃装置が設けら
　　れているもの

たき火そのほか日常生活
を営む上で通常行われる
廃棄物の焼却であって軽
微なもの

例外規定 具体例

例
外
で
認
め
ら
れ
る
焼
却
で
も
周

囲
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
近
所
で
草
木
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙

が
入
っ
て
く
る
か
ら
窓
を
開
け
ら
れ
な

い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」

「
せ
き
が
止
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
苦
情

が
、
生
活
衛
生
課
へ
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

　

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
の

生
活
環
境
や
住
民
の
健
康
に
悪
影
響
を

与
え
る
な
ど
、
苦
情
が
あ
る
場
合
は
指

導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

例
外
で
認
め
ら
れ
る
焼
却
を
行
う
場

合
は
、
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
風
の
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
、
焼
却 

　

す
る
場
所
を
考
慮
す
る
。

②
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
消
火
用

　

の
水
な
ど
を
用
意
す
る
と
と
も
に
焼

　

却
し
た
ま
ま
放
置
し
な
い
。

③
草
木
は
よ
く
乾
か
し
て
、
煙
の
発
生

　

量
を
抑
え
る
。

④
一
度
に
大
量
の
焼
却
を
し
な
い
。

⑤
生
活
ご
み
（
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
類
）
を
一
緒
に
焼

　

却
し
な
い
。

ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
の

焼
却
は
野
焼
き
と
み
な
さ
れ
ま
す

　

穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
や

ブ
ロ
ッ
ク
、
レ
ン
ガ
な
ど
を
使
用
し
た

簡
易
な
焼
却
炉
で
は
、
ご
み
焼
却
炉
の

構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、

「
野
焼
き
」
と
み
な
さ
れ
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
使
用
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
風
呂
た
き
釜
、
炭
焼
き
窯
、

薪
ス
ト
ー
ブ
は
、
ご
み
焼
却
炉
に
は
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
ご
み
を
燃
や
す
こ
と

は
禁
止
で
す
。リ

ユ
ー
ス
の
広
場

キャンドルナイト新城実行委員会主催による昨年のキャンドルナイト新城の様子

昨年の温暖化防止紙芝居の様子

昨年は、実行委員会で市制５周年を記念した
「市の花、木、鳥」を創出しました。

「
環
境
首
都
創
造
自
治
体
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す

「
環
境
に
関
す
る
図
書
な
ど
」

を
貸
し
出
し
し
ま
す

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
絆
」

　

６
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
震

災
犠
牲
者
の
方
々
へ
の
追
悼
、
節
電
の

呼
び
か
け
、
日
本
全
体
を
包
む
、
祈

り
、
願
い
な
ど
を
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯

す
明
か
り
で
心
を
一
つ
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
の
想
い
を
込
め
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
に
続
き
市
内
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
の
協
力
で
た
く
さ
ん

の
作
品
が
並
び
ま
す
。
会
場
で
は
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
温
暖
化
防
止
な
ど

の
紙
芝
居
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

10
月
29
日
㈯

　

午
後
４
時
30
分
〜
８
時

※
雨
天
の
場
合
、
翌
30
日
㈰
に
延
期

※
ろ
う
そ
く
の
燃
焼
具
合
で
、
予
定
時

　

刻
よ
り
早
く
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

　

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
周
辺

　
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

事
業
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
に

よ
る
収
益
金
を
「
環
境
の
た
め
に
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
市
に
寄
付
を
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
環

境
図
書
な
ど
の
貸
し
出
し
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、
共
に
考

え
、
そ
の
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
の

「
き
っ
か
け
」
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

貸
出
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
追
加
し
ま
し
た

　

新
た
に
「
未
来
の
食
卓
」「
ブ
ル
ー
・

ゴ
ー
ル
ド 

狙
わ
れ
た
水
の
真
実
」
の
２

作
品
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活

の
重
要
性
を
伝
え
る
映
画
と
、世
界
規
模

　

10
月
19
日
㈬
お
よ
び
20
日
㈭
、
文
化

会
館
で
「
環
境
首
都
創
造 

自
治
体
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
環
境
首
都
を

目
指
す
自
治
体
首
長
と
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ

ン
バ
ー
が
、
持
続
可
能
な
社
会
を
地
域

か
ら
創
り
出
す
具
体
的
で
前
向
き
な
議

論
を
行
う
会
議
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
日
目
の
午
後
（
第
２

部
）
に
、
一
般
の
方
も
聴
講
で
き
る

「
地
域
か
ら
日
本
を
変
え
る
！ 

自
治
体 

環
境
先
進
事
例 

交
流
会
」
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

10
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル　

　

無
料

で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る「
水
戦
争
」の
実
態
を

描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

環
境
課

　

市
内
在
住
の
方

貸
出
期
間　

　

無
料
で
、
原
則
１
週
間
以
内

貸
出
図
書
・
貸
出
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
リ
ス
ト

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

が
開
催
さ
れ
ま
す

が
開
催
さ
れ
ま
す
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社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　

10
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
19
日
㈬

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
21
日
㈮　

午
前
実
施

　
　

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

11
月
４
日
㈮　

午
前
実
施

　

両
日
と
も
乳
が
ん
は
一
日
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・

　

子
宮
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　
　
（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

５
０
０
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

　

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

10
月
25
日
㈫

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

身
体
計
測
・
親
子
遊
び
・
お
や

　

つ
試
食
・
は
み
が
き
指
導
な
ど

　

平
成
22
年
８
月
〜
11
月
生
ま
れ

　

の
乳
児
と
保
護
者

　

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

　

よ
だ
れ
か
け
、タ
オ
ル
、お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

第
１
回　

10
月
20
日
㈭

　

第
２
回　

11
月
17
日
㈭

　

第
３
回　

12
月
15
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
操

　

な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　

10
月
27
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　

楽
し
み
な
が
ら
美
し
く
健
康
な

身
体
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
26
日
㈬

　

11
月
９
日
㈬

　

11
月
30
日
㈬

　

12
月
７
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

普
段
運
動
さ
れ
な
い
方
で
も
楽

　

し
く
で
き
る
有
酸
素
運
動

　

水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

　

制
度
は
下
記
の
高
齢
者
の

　

み
で
す
。

　

10
月
12
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談
・
訓

　

練

　

就
学
前
の
乳
幼
児

　

母
子
健
康
手
帳

シリーズ第52話

市民病院総務課　　23‐7852

腹
腔
鏡
下
手
術
っ
て
？

　

腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
お
腹
を
大
き
く
切
り
開
く
手
術
と

は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
手
術
で
す
。

腹
腔
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
お
腹
の
中

の
空
間
」
で
あ
り
、
胃
や
腸
や
肝
臓

な
ど
が
納
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
鏡
と
は
「
カ
メ
ラ
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
お
腹
の
中
の

空
間
」
に
「
カ
メ
ラ
」
を
入
れ
て
行

う
手
術
で
す
。

　

お
腹
を
大
き
く
切
り
開
い
て
行
っ

て
き
た
胆
石
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん

な
ど
の
手
術
を
、
お
腹
を
ほ
と
ん
ど

切
る
こ
と
な
く
5
〜
12
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
ト
ロ
ッ
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
筒
を

数
本
挿
入
し
、
お
腹
を
炭
酸
ガ
ス
で

膨
ら
ま
し
て
か
ら
腹
腔
鏡（
カ
メ
ラ
）

を
用
い
て
お
腹
の
中
の
様
子
を
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
細
長
い

手
術
道
具
を
お
腹
の
外
か
ら
操
作
し

て
行
う
手
術
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
「
手
術
は
お
腹
を
切
り
開
く
た
め
、

手
術
後
の
痛
み
も
強
く
つ
ら
い
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
腹
腔
鏡
下
手
術
は
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
傷
が
小
さ
い
こ
と
か

ら
手
術
後
の
痛
み
が
少
な
く
、
体
に

優
し
い
進
化
し
た
手
術
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
手
術
後
早
期
に
歩
行
が
可

能
で
、
食
事
の
開
始
も
早
く
、
入
院

期
間
も
短
く
、
早
く
か
ら
社
会
復
帰

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
高

齢
の
方
で
も
手
術
後
の
回
復
は
非
常

に
早
い
手
術
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
平
成
２
年
ご
ろ
か
ら
導

入
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
胆
石
症
に
対

し
て
は
標
準
術
式
と
な
り
、
近
年
で

は
技
術
的
な
進
歩
、
機
器
の
進
歩
・

開
発
な
ど
に
よ
り
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
な
ど
の
が
ん
治
療
に
対
し
て
も

ど
ん
ど
ん
適
応
が
拡
大
さ
れ
、
着
実

に
進
歩
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
病

気
の
進
行
度
や
腫
瘍
の
大
き
さ
、
患

者
さ
ん
の
既
往
歴
、
全
身
や
お
腹
の

状
態
に
よ
り
、
必
ず
し
も
腹
腔
鏡
下

手
術
の
適
応
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
医
師
と
よ
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

腹
腔
鏡
下
手
術
の
利
点
は
？

①
傷
が
小
さ
く
、
術
後
の
瘢
痕
が
目

　

立
ち
に
く
い
。

　

手
術
後
の
傷
跡
が
非
常
に
小
さ
い

た
め
、
数
年
後
に
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
傷
跡
が
あ
ま
り

気
に
な
ら
な
く
な
る
た
め
、
精
神
的

に
も
非
常
に
楽
で
す
。

②
手
術
後
の
痛
み
が
少
な
い
。

　

お
腹
を
大
き
く
切
ら
な
い
た
め
、

手
術
後
の
痛
み
が
非
常
に
少
な
い
こ

と
が
最
も
大
き
な
長
所
で
す
。

③
手
術
後
の
早
期
離
床
が
可
能
と
な

　

る
。

　

傷
が
小
さ
い
た
め
痛
み
が
少
な

く
、
早
く
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

④
手
術
後
早
く
か
ら
食
事
が
取
れ

　

る
。

　

手
術
後
の
胃
腸
の
動
き
の
回
復
が

早
い
た
め
、
食
事
も
従
来
の
手
術
と

比
べ
る
と
、
早
く
か
ら
開
始
で
き
ま

す
。

⑤
早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
で
あ

　

る
。

　

日
常
生
活
へ
早
く
戻
る
こ
と
が
で

き
、
一
般
的
な
仕
事
な
ど
の
社
会
復

帰
も
早
く
か
ら
可
能
で
す
。

腹
腔
鏡
下
手
術
の
欠
点
っ
て
？

①
手
術
時
間
が
長
い
。

　

非
常
に
繊
細
な
手
術
操
作
で
あ
る

た
め
、
手
術
時
間
が
全
般
に
長
く
な

り
ま
す
。
医
師
の
手
術
経
験
数
に
伴

い
短
縮
す
る
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
従
来
の
手
術
と
比
べ
る

と
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す
。（
麻

酔
技
術
の
進
歩
に
よ
り
体
に
負
担
は

少
な
い
）

②
手
術
が
難
し
い
。

　

従
来
の
開
腹
の
手
術
と
は
異
な

り
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら

の
手
術
で
、
特
殊
な
細
長
い
手
術
道

具
し
か
使
え
ず
、
手
で
直
接
触
ら
な

い
手
術
で
あ
る
た
め
非
常
に
難
易
度

が
高
く
、
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

体
に
優
し
い
手
術

　
　
　
　
　
　「
腹
腔
鏡
下
手
術
」

市民病院
　消化器科・外科医長

　　　　澤柳智樹
さ わやなぎと も き

子
ど
も
の
運
動
発
達
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

と
こ
と
こ
幼
児
教
室（
要
申
込
）

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

ほのか診察室ほのか診察室

す
っ
き
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
教
室

運
動
編
　
　
　
　
（
要
申
込
）

　

10
月
１
日
㈯
〜
平
成
24
年
１

　

月
31
日
㈫

　
　

市
内
医
療
機
関
（
事
前
に

　

医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

　

で
す
）

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に

　

該
当
さ
れ
る
方

•
65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す

　

る
方
（
９
月
下
旬
ご
ろ
対
象

　

者
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま

　

す
）

•
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

　

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

　

る
免
疫
機
能
障
害
の
あ
る
方

　

（
接
種
時
に
、
障
害
者
手
帳

　

ま
た
は
主
治
医
の
診
断
書
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
と
市
民

　

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
自

　

己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
の
方
は
、
予
防
接
種
を

　

受
け
る
前
に
各
保
健
セ
ン
タ

　

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　

１
，
０
０
０
円
（
接
種
し
た

　

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ

　

さ
い
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　

水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど　

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

　

が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

　

で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

ふ
く
く
う
き
ょ
う
　
か

し
ゅ
じ
ゅ
つ

り
　し
ょ
う

ふ
く
く
う

し
ゅ
よ
う

き

お
う
れ
き

は
ん
こ
ん

も
く
よ
く
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東陽小学校

151

JR飯田線

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

学 校 の 概 要

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

校
歌
を
め
ぐ
る
物
語

ノルマン君

地域の人々との「ふれあい給食」の様子

フラダンス体験の様子

市
民
編
集
委
員
か
ら

　

学
校
生
活
を
見
守
る
、か
や
の
木
と
地

域
の
人
々
が
育
く
ん
で
き
た
心
を
感
じ

て
、豊
か
に
の
び
や
か
に
自
分
の
言
葉
で

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、言
動
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
校
長
先
生
は

言
わ
れ
る
。ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
生
き
る

力
を
育
む
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
で
育
て

ら
れ
て
い
る
。

　

夏
休
み
を
前
に
父
母
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
時
で
あ
り
、児
童
の
姿
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
あ
っ
た
。校
区
の
広
が
り
と
と
も
に
通

学
手
段
も
、
J
R
、
市
営
バ
ス
な
ど
が
使

わ
れ
通
学
途
中
に
は
危
険
が
多
い
。校
長

先
生
は
三
河
大
野
駅
の
ホ
ー
ム
へ
児
童

の
登
校
を
見
守
り
に
行
か
れ
る
そ
う
で

あ
る
。地
域
の
人
々
、
先
生
方
に
見
守
ら

れ
、健
や
か
な
新
城
っ
子
が
育
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

東
陽
小
学
校
　
校
歌

阿寺の七滝への遠足

現在の校舎

かやの老木

黒沢田楽で篠笛の演奏

　

以
前
か
ら
、
き
れ
い
な
言
葉
ア
ン
ケ

ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
あ
い

さ
つ
言
葉
や
、
標
語
を
作
り
出
し
発
表

す
る
と
い
う
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
活
動
を
通
し
子
ど
も
た
ち
は
、
ま

ず
言
葉
を
考
え
、
意
見
を
述
べ
合
い
、

ど
の
言
葉
を
選
ぶ
か
判
断
し
、
表
現
を

深
め
る
。
そ
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
言
語
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
言
葉
の
数

を
増
や
し
、
表
現
力
が
さ
ら
に
磨
か
れ

る
よ
う
「
新
聞
作
り
」
「
絵
手
紙
」
ク

ラ
ブ
な
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
の
人
々
を
先
生
に
迎
え
、

ふ
る
さ
と
教
室
と
称
し
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
韓
国
語
教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
切
り
絵
、
ウ
グ
イ
ス
笛
作
り
、
健

康
体
操
、
陶
芸
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
親

し
む
機
会
を
得
て
お
り
、
さ
ら
に
学
校

近
く
の
星
野
病
院
で
、
５
年
生
が
介
護

体
験
を
し
、
地
域
密
着
の
学
び
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

主
な
も
の
と
し
て
旧
能
登
瀬
小
学
校

の
青
い
目
の
人
形
「
ノ
ル
マ
ン
君
」
、

名
越
神
楽
、
旧
七
郷
一
色
小
学
校
の
黒

沢
田
楽
が
あ
る
。

　

青
い
目
の
人
形
ノ
ル
マ
ン
君
は
日
米

友
好
の
証
と
し
て
、
昭
和
初
期
日
本
中

の
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

東
三
河
で
知
る
限
り
唯
一
の
男
の
子
で

あ
る
。
返
礼
と
し
て
、
日
本
か
ら
は
市

松
人
形
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
不
幸
な
こ

と
に
こ
の
青
い
目
の
人
形
た
ち
は
太
平

洋
戦
争
中
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
ノ
ル
マ
ン
君
は
そ
の
使
命
を
貫

く
べ
く
、
地
域
の
人
々
に
守
ら
れ
伝
え

ら
れ
た
。
今
は
80
余
歳
の
年
を
重
ね
、

傷
み
も
あ
り
、
校
長
室
に
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
重
要
無
形
民
俗
芸
能
の
一
つ
、

黒
沢
田
楽
継
承
の
一
角
を
担
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
笛
の
音
で
、
田
楽

が
舞
わ
れ
る
。
篠
笛
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
、
黒
沢
地
区
の
方
々
と
と
も
に
黒
沢

の
阿
弥
陀
堂
で
田
楽
奉
納
に
携
わ
り
、

先
人
の
心
を
感
じ
る
機
会
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
歴
史
を
実
感
す
る
た
め
に

長
篠
陣
太
鼓
ク
ラ
ブ
も
あ
る
。

  　
　
　

作
詞　

中
村
千
榮
子

　
　
　
　
作
曲　

石
井　

歓

緑
の
丘
を　

か
け
お
り
る 

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ　

谷
の
声

豊
か
な
自
然
を　

詩
っ
て
る

い
ま　

の
び
の
び
と

ぼ
く
た
ち　

わ
た
し
た
ち

太
陽
に
向
か
い　

嵐
に
た
え
て

野
に
咲
く
花
の　

美
し
さ

紅
葉
の
校
庭
に　

立
ち
つ
く
す 

か
や
の
木
実
れ
ば　

風
の
笛

遙
か
な
歴
史
を　

響
か
せ
る

さ
あ　

は
げ
み
あ
う

ぼ
く
た
ち　

わ
た
し
た
ち

鳳
の
よ
う
に　

あ
の
峰
こ
え
て

世
界
の
空
に　

は
ば
た
こ
う

あ
あ

い
つ
の
日
も

心
の
ふ
る
さ
と

東
陽
小
学
校

東陽小学校
No.14

（
昭
和
60
年
５
月
制
定
）

東
か
ら
陽
が
昇
る

太
陽
の
子
ど
も
た
ち

　

新
城
市
東
部
、
J
R
飯
田
線
、
国
道

1
5
1
号
、
宇
連
川
が
並
行
す
る
山
裾

に
大
野
の
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
街
並
み
を
眺
望
す
る
一
段
と
高
く

な
っ
た
所
、
J
R
飯
田
線
「
三
河
大
野

駅
」
の
ほ
ぼ
真
東
に
東
陽
小
学
校
は
あ

る
。
校
舎
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
下
る
途

中
に
、
「
緑
の
丘
を
か
け
お
り
る
」
と

校
歌
に
唱
わ
れ
た
芝
山
が
二
つ
あ
る
。

そ
し
て
大
き
な
穴
が
あ
い
た
か
や
の
老

木
と
、
「
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
一
度
見
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
校
長
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
見
事
な
し
だ
れ
桜
が
校
門
か
ら

校
舎
へ
の
途
中
に
あ
る
。

　

ま
た
、
か
や
の
老
木
は
9
月
に
実
を

落
と
し
、
子
ど
も
た
ち
は
「
放
課
に
は

か
や
の
木
の
下
で
実
を
拾
っ
て
、
名
札

の
ピ
ン
で
穴
を
掘
っ
て
笛
に
し
て
吹
く
」

そ
う
で
あ
る
。「
か
や
の
木
実
れ
ば　

風

の
笛
」
と
歌
う
。
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
、

か
や
の
木
を
渡
る
風
の
音
、
谷
の
声
を

聞
き
、
か
や
の
実
笛
で
自
然
の
声
を
再

現
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
「
こ
の

か
や
の
木
は
み
ん
な
の
知
ら
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
何
で
も
見
て
い
る
か

ら
何
で
も
知
っ
て
い
る
。
た
だ
言
わ
な

い
だ
け
」
の
か
や
の
木
に
見
守
ら
れ
て

い
る
。

　

開
校
10
周
年
に
制
定
さ
れ
た
校
歌

は
、
詩
人
の
中
村
千
榮
子
氏
が
来
校
さ

れ
、
作
詞
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
石
井

歓
氏
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
。

沿革
昭和５１年４月、大野、富栄、阿寺、能登瀬、細川（巣山分
校を含む）小学校が統合され、旧大野小学校、旧東陽中
学校跡地に開校。平成１４年４月七郷一色小学校を統合。
学校の特色
校区内に天竜奥三河国定公園、重要無形民俗芸能文化
財（黒沢田楽）、青い目の人形「ノルマン君」を有している。

学年別児童数今昔

学  年 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

昭和５１年

平成23年

５７人　　５５人　　７４人　 ３６人　 ５０人　６８人　　３４０人

１２人   　１７人  ２３人      ２６人   　１６人    ３５人  　１２９人

受
け
継
ぐ
伝
統
文
化
と
と
も
に

何
で
も
知
っ
て
い
る
か
や
の
木

９月１日現在

我らが 母 校我らが 母 校
発見発見

東陽小学校区域図

う
た

ひ
か

り

も
み
じ

に

わ

お
お
と
り

か
ん

ち

え

こ
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
3
6
5
日
24
時
間
最
寄
り
の
医

療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

22
‐
1
1
3
3

　

 http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
7
時
か
ら
11
時
ま
で
小
児
の
救

急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

＃
8
0
0
0〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ     

新
城
薬
剤
師
会

　

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

開
設
時
間

　

午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事   

務

製   

造

全
職
種
計

6４
人

43
人

18
人

119
人

430
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
への
紹
介
、履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ

   

ス
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
7
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

虹 の 郷

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

10/3（月）　午前9時　（要予約）

10/3（月）　午前10時　（要予約）

10/18(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

10/13（木）午前10時～午後3時※１１日（火）正午までに要予約

10/28（金）午前10時～午後3時※２５日（火）正午までに要予約

10/１２（水）、2６（水）　午後1時～4時（要予約）

10/６（木）　午後1時～4時

10/19（水）　午後1時～4時

10/11（火）　午後1時～4時

10/14（金）　午後1時～4時

10/12（水）　午後1時30分～3時30分

10/26（水）　午後4時～8時　（要予約）

10/14（金）、28（金）　午前10時30分～午後2時30分

10/20（木）　午後6時～8時

10/1８（火）　午後1時～4時　（要予約）

10/1９（水）　午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

10/１４（金）　午後1時～4時　（要予約）

10/11（火）　午前10時～午後3時

10/19（水）　午後1時～4時

10/11（火）　午前10時～午後3時

10/25（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

10/15（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター
企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

作手総合支所地域振興課

市 民 保 険 課
都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

３２-２８１１

２３-８５５１

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-762１

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

3２-１９８3

３７-２２７９

２３-7625

２３-7640

22年 26

31

5

0

0

0

35

37

2

35

37

2

130

116

－14

23年

増減

8月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

193

181

－12

1

2

1

256

215

－41

257

217

－40

827

852

25

22年

23年

増減

分

累計
8月末
現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

市内の交通事故状況

10月
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No.72

平
成
23
年
10
月
号

◆第7回◆

宇利城址

◆
京
へ
の
道

　

戦
国
時
代
、
各
地
の
戦
国
大
名

が
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。戦
国
大
名
の
目
的
は

京
へ
上
り
、
天
下
統
一
を
果
た
す

こ
と
で
し
た
。三
河
国
よ
り
東
の

戦
国
大
名
は
、
京
へ
向
か
う
た
め

に
東
三
河
を
通
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、
東
三
河

を
勢
力
下
に
置
こ
う
と
数
多
く

の
戦
い
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
戦
国
大
名
は
駿
河
の
今

川
家
と
甲
斐
の
武
田
家
、
三
河
の

徳
川
家（
松
平
家
）で
し
た
。徳
川

家
（
松
平
家
）
の
力
が
強
大
な
ら

ば
、
他
国
の
今
川
家
、
武
田
家
に

攻
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
力
は
ま
だ
弱

く
、
三
河
を
ま
と
め
切
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆
戦
国
を
生
き
抜
く
た
め
に

　

大
き
な
戦
国
大
名
に
囲
ま
れ

て
い
た
新
城
の
武
将
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
、
こ
の
戦
国
の

世
を
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る

か
必
死
に
考
え
ま
し
た
。

　

ど
の
戦
国
大
名
の
家
臣
に
な

る
か
、
一
族
や
家
臣
た
ち
の
命
運

を
か
け
た
大
き
な
賭
け
で
し
た
。

◆
３
つ
の
大
き
な
転
換
点

　

東
三
河
の
戦
国
を
語
る
上
で
、

大
き
な
転
換
点
が
３
つ
あ
り
ま

し
た
。

①
松
平
清
康
の
死

　

徳
川
家
康
の
祖
父
、
松
平
清
康

は
大
変
勇
猛
で
思
慮
深
い
武
将

で
し
た
。西
三
河
を
ま
と
め
た
清

康
は
、
東
三
河
を
平
定
す
る
た
め

軍
を
進
め
ま
す
。そ
の
状
況
を
察

知
し
た
新
城
の
菅
沼
家
、
奥
平

家
、
設
楽
家
な
ど
の
武
将
た
ち
は

そ
の
旗
下
に
加
わ
り
ま
す
。旗
下

に
加
わ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
宇
利

城
を
清
康
は
攻
撃
し
、
三
河
国
の

統
一
を
果
た
し
ま
し
た
。し
か

し
、
清
康
は
後
に
家
臣
の
裏
切
り

に
遭
い
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。松
平
家
に
属
し
て
い
た
新
城

の
武
将
た
ち
は
、
駿
河
の
今
川
義

元
へ
と
な
び
い
て
い
き
ま
す
。

②
桶
狭
間
の
戦
い

　

東
三
河
の
武
将
を
吸
収
し
、西

三
河
も
治
め
た
今
川
義
元
。市
内

の
寺
院
に
も
義
元
か
ら
の
手
紙

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。義
元
に
よ

っ
て
三
河
に
安
定
を
も
た
ら
す

か
と
思
え
た
矢
先
、
桶
狭
間
の
戦

い
で
織
田
信
長
の
奇
襲
攻
撃
を

受
け
戦
死
。こ
の
死
を
き
っ
か
け

に
、
徳
川
家
康
が
独
立
。東
三
河

の
武
将
た
ち
も
家
康
に
旗
下
に

加
わ
り
ま
し
た
。

③
武
田
信
玄
の
死

　

し
か
し
、
家
康
の
力
は
ま
だ
ま

だ
弱
く
、
甲
斐
の
武
田
信
玄
が
京

へ
上
る
計
画
を
止
め
ら
れ
ま
せ

ん
。そ
の
力
の
強
さ
を
知
っ
た
奥

平
家
は
、
信
玄
の
下
へ
な
び
い
て

い
き
ま
し
た
。信
玄
は
家
康
の
家

臣
と
し
て
残
っ
た
菅
沼
家
の
野

田
城
を
攻
め
落
と
し
ま
す
。そ
の

直
後
、
信
玄
は
突
然
亡
く
な
り
ま

す
。奥
平
家
は
そ
の
情
報
を
察
知

し
、
武
田
家
の
下
を
離
れ
、
家
康

の
旗
下
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

一
族
を
残
す
た
め
、
全
て
の
人

た
ち
が
必
死
に
生
き
て
い
た
時

代
で
し
た
。

　

11
月
23
日
ま
で
資
料
館
で
戦

国
の
東
三
河
を
紹
介
し
た
【
菅
沼

三
代
】展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【風になびく葦の如く】【風になびく葦の如く】

新城の武将たち新城の武将たち

き
　
か

あ し

き
よ
や
す

よ
し

も
と


	表紙
	緊急医カレンダー
	ちびっ子広場・こんにちは赤ちゃん
	特集「自主防災を考える」後編
	自治基本条例検討会議からのお知らせ④
	中学生の思い「Future of しんしろ」を開催
	ニューススポット
	お知らせinformation
	しみんのトビラ
	エコとぴっくす
	ほのか診察室
	お知らせ保健
	我らが母校再発見[東陽小学校]
	各種相談
	ティーズチャンネル
	長篠・設楽原の戦い[歴史秘話]第7回　風になびく葦の如く「新城の武将たち」

